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終息の願い  大輪に込め
7月13日、新型コロナウイルス感染拡大防
止のためジャックドまつりの規模を縮小し、
福地地区で「ジャックド花火大会」を開催。
コロナ禍の終息を願う1,800発の花火が、夏
の夜空に満開の花を咲かせました。



1階 � 出納室 ／交流推進課／商工観光課／税務課／住民生活課／いちょうホール

2階 � 総務課／企画財政課／農業委員会／農林課／建設課／社会教育課／学務課
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役場新庁舎  オープン
8月2日より、役場新庁舎での業務がはじまりました。

まちづくりの新たな拠点となる新庁舎のフロアマップや内観をご紹介します。

会議やイベント等に使用できる「いちょ
うホール」

明るく開放的な 南側出入口ホール

▲

▼

▼

7
つ
の
課
が
集
約
さ
れ
た
2
階

執
務
室

※ 3 階のフロアマップは、31 ページのなんぶ議会だよりで紹介しています。

来庁者専用駐車場

町民広場 徒歩やバス等を利用し
て新庁舎にお越しの際は、
町民広場に面した南側出
入口をご利用ください。

お車で来庁した際は、
来庁者専用駐車場に面し
た北側出入口をご利用く
ださい。

いちょうホールにお越
しの際は、西側出入口を
ご利用ください。
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新庁舎竣工式・落成式を開催新庁舎内覧会を開催

いちょうホールの予約方法庁舎内に青森銀行の
支店がオープン

青森銀行剣吉支店が役場新庁舎
内に移転し、「南部支店」として8月
2日から営業しています。
店舗名　青森銀行　南部支店
店番　803(剣吉支店から変更なし)
営業時間
▶窓口　9時～12時・13時～15時

（平日）
※12時から13時の間は窓口の休業

時間となります。
▶ATM　8時～21時

（ATMは土・日・祝日も営業）
※今回の移転・支店名変更に伴う

店番・口座番号の変更はありま
せん。

問合せ　青森銀行　南部支店
　　　　☎0178-32-0875

7月3日・4日、新庁舎を一般開放し、2日間で
400人以上の方々が来場しました。

来場者の皆さんは執務室の配置を確認したり、
青森県産木材を多用し、木のぬくもりが感じら
れる庁舎の様子を見学していました。

出席者を前に新たな決意を述べる工藤町長

完成した新庁舎での業務開始を前に、7月3日、
竣工式と落成記念式典が行われました。

竣工式では、新庁舎が町民の皆さんが安心し
て集えるまちづくりの拠点となるよう神事を実
施。落成記念式典では、県知事や国会議員、県
議会議員、近隣市町村の首長などの関係者が出
席し、新庁舎の完成を祝いました。

落成式で工藤町長は「この新庁舎が、町民の皆
様が気軽に立ち寄りご利用できるまちづくりの
拠点となるよう、職員一丸となってこれまで以
上に行政サービスの向上に努めてまいります」と
主催者を代表して挨拶しました。

家族連れなどたくさんの方々にご来場いただきました

展望テラスからの眺めを楽しみました

　役場新庁舎に地域交流の拠点となる「いちょうホール」を併
設しました。会議やイベントなどで町民や一般の方もご利用
できます。
予約　空き状況を電話でご確認のうえ、使用日の2か月から7

日前までに申請書を提出してください。
※予約は申請日から２か月先まで可能です。
使用料　▶ホール（全面・半面）　1,050円～5,230円
　　　　▶和室・町民室　	 620円～830円
　　　　▶実習室（調理可能）　	 410円～520円
※曜日や時間帯により料金が異なります。
※町民で構成する団体がその目的のために使用する場合は、

使用料が全額減免となります。
開館時間　9時～21時
休館日　12月29日～翌年1月3日
※予約や使用方法等の詳細は、町ホームページをご覧いただ

くか、いちょうホールまでお問い合わせください。
問合せ　いちょうホール　☎0178-38-5970
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町独自の新型コロナ経済対策を実施
新型コロナウイルス対策支援事業第1回給付

7月13日、今年度実施する町独自の新型コロナ
ウイルス対策支援事業の第1回給付が行われ、各支
援金給付対象者の代表の方に、工藤町長から支援
金が手渡されました。

今回給付が行われたのは「事業者持続化支援金」
「農畜産業先行型持続化給付金」「大学生等を持つ

親等への支援金」の3つの支援金です。
給付に先立ち工藤町長は「このコロナ禍を町民の

皆さんと一緒に乗りきっていきたいと考えていま
す。支援金が地域経済の回復に役立てられれば」と
あいさつ。農畜産業先行型持続化給付金の支給を
受けた野菜農家の中山長一さん（鳥舌内）は「新型コ
ロナの影響で農家の仕事を縮小しようか考えてい
たところですが、支援金のおかげで頑張れそうで
す。励みになります」と話しました。

今後は11月に特別プレミアム商品券の発行、12
月にふるさと南部からのエール便の発送を予定し
ています。 工藤町長から代表の方へ支援金が手渡されました

南部少年剣士隊の4人　剣道全国大会出場
県大会で優秀成績

南部少年剣士隊に所属する向小学校5年生の大向
蓮
れ ん と
音さん、6年生の留目悠

は る き
希さん、福嶋紗

さ ら
愛さんと

南部中学校3年生の山田那
な な み
々良さんが剣道の全国大

会へ出場することとなり、7月1日、工藤町長へ報
告に訪れました。

大向さん、留目さん、福嶋さんの3人は県大会
の団体戦で3位となり、来年1月に大阪で行われる
全国大会に、山田さんは県大会の個人戦で優勝し、
今年9月に島根県で行われる全国大会に出場しま
す。

山田さんは「個人戦の全国制覇が目標です。練習
してきた成果を発揮できるよう頑張りたい」と大会
へ向けた抱負を語りました。

役場本庁舎を訪れた南部少年剣士隊の4人と監督の山
田慎太郎さん㊨
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1粒1万円の最高値を記録
町営市場　ジュノハート初競り

7月3日、青森県オリジナルのサクランボの品種
「ジュノハート」の初競りが町営地方卸売市場で行
われ、4L20粒入り1箱に昨年を５万円上回る20万
円（1粒1万円）の最高値がつきました。

今年の初競りには町ジュノハート生産者部会の
13人 が 出 品。20粒 入 り の5L・1箱、4L・46箱、
3L・19箱の計66箱と、今年から新たに取り扱い
がはじまった5L3粒入り25箱が市場内の特設コー
ナーに並べられました。

最高値のジュノハートを栽培・出荷した留目健
男さん（大向）は「最高値にびっくりです。今年は凍
霜害の影響で大変でしたが、思った以上に良いジュ
ノハートができました」と笑顔を見せていました。

昨年の最高値を更新し、競りは大いに盛り上がりました

寺沢管理者㊧と佐々木副町長㊨は、「これからも長生
きしてください」と澤村さん㊥に話していました

100歳の長寿を祝福
澤村福志さん（赤石）に敬老祝金が贈られました

6月22日に100歳の誕生日を迎えられた澤村福
志さんに、町から敬老祝金が贈られました。

23日には、グループホーム三老（寺沢ゆかり管
理者）で澤村さんのお祝い会が開かれ、施設の職員
や利用者ら約15人が見守る中、佐々木副町長から
祝金や記念品などが手渡されました。

「ありがとうございます」とお礼を述べる澤村さ
んに、会場は祝福の拍手で包まれていました。

取引価格一覧
大きさ 取引価格
5L（横径34mm以上） 3万円
4L（同31mm以上34mm未満） 9,000円～20万円
3L（同28mm以上31mm未満） 9,000円～2万円
5L・3粒入り 4,500円～3万円

1
箱
20
万
円
の
値
が
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ケーキやパフェでおいしさ再発見
規格外ジュノハートスイーツ発表会

7月6日、色や形が優れず規格外となったジュノ
ハートを使用したスイーツの発表会をチェリウス
で開催。町内の飲食店や菓子店、名久井農業高校
の生徒らが試作したケーキやパフェ、ジャムなど
が出品され、関係者が味や見栄えを評価しました。

生食として流通しない果実の有効活用と農家の
所得向上を目的に、町ジュノハート生産者部会が
初めて実施。商品化に向けた可能性を探りました。

ジュノハートジャムを出品した名久井農業高校
3年生の田中莉

り お
緒さんは「砂糖を加えすぎず、ジュ

ノハートの味を引き立てられるように作りました。
生産者の方々のためにも、この取り組みが広まれ
ばうれしいです」と話しました。

参加者は10種類のスイーツを試食。
試食後はアンケートを記入し、そ
れぞれのスイーツを評価しました

チェリウス
が出品した

「なんぶの
フルーツパ
フェ」
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成人式のお知らせ

新型コロナウイルス　ワクチン接種のお知らせ

令和3年南部町成人式
新型コロナウイルス感染症の影響により開

催延期となっていた令和3年成人式を、下記
のとおり開催します。
日時　令和4年1月9日（日）　10時～
場所　町民ホール(楽楽ホール)
対象　平成12年4月2日から平成13年4月1日生

まれの南部町在住者および町内中学校卒業者

令和4年南部町成人式
令和4年成人式を下記のとおり開催します。

日時　令和4年1月9日（日）　14時～
場所　町民ホール(楽楽ホール)
対象　平成13年4月2日から平成14年4月1日生

まれの南部町在住者および町内中学校卒業者
成人式実行委員を募集します

式典の企画などを担当職員と一緒に行いま
す。令和3年成人式では11人の新成人が実行
委員として式典の企画準備に関わっています。

一生に一度の思い出を一緒に作りましょう。
対象　令和4年成人式に出席される新成人の方
定員　12名程度
申込方法　電話、FAXまたはメールなどで、

住所・氏名・電話番号をお知らせください。
申込期限　10月1日（金）

成人年齢引き下げ後の「成人式」も20歳を対象に
実施します

民法の一部改正により、令和4年4月1日から
成人年齢が20歳から18歳に引き下げられます。
当町では、成人年齢引き下げ後の令和5年以降の
成人式についても、これまでどおり20歳を対象
に実施します。
対象年齢　20歳(当該年度で20歳を迎えられる方)
理由　
▶就職や進学などの進路選択の時期である18歳

で実施の場合、新成人の負担となり、保護者
の経済的負担も重なるため

▶成人年齢引き下げ後も、20歳は喫煙や飲酒、
年金加入義務など、多くの規制の区切りの年
齢であり、成人として節目の年であるため

開催時期　1月の「成人の日」の前日を予定
式典名　「20歳」を用いた式典名に変更する予定

です。決定し次第、お知らせします。
開催時期　1月の成人の日の前日を予定しており

ます。

※成人式の受付時間等の詳細は、対象者の皆
さんに文書でお知らせします。

※新型コロナウイルス感染症の感染状況によ
り変更や中止となる場合は、広報やホーム
ページでお知らせしますので、あらかじめ
ご了承ください。

問合せ　社会教育課　☎0178-38-5969　FAX 0178-38-5979
　　　　 E-mail　nanbushakyo@town.aomori-nanbu.lg.jp

ワクチン接種者数と割合（7月26日現在）
対象者数　16,380人
1回目接種者数　8,481人（約52%）
2回目接種者数　5,956人（約36%）

問合せ
▶健康こども課　新型コロナウイルスワクチン接種事業対策室（健康センター）　☎0178-60-7100
▶予約センター　☎0178-76-3062　　▶予約専用フォームQRコード

集団接種の新規予約の受け付けを再開しました
8月11日（水）以降の集団接種について、7月21

日から新規予約の受け付けを再開しました。
接種券を確認のうえ、予約センター・専用

フォームからご予約ください。
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子育て支援センターは、こども園に通っていないお子さんな
ら、どなたでも参加できます。お気軽にご利用ください。

南部町子育て世代包括支援センター

ぴよすくのじかん
おいでよ！子育て支援センター

福地こども園　　　　　　　 ☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日/9時30分~11時

8月20日　お誕生会
8月27日　絵本を楽しみましょう
9月3日　   運動あそび

つどいのひろば（自由活動）
水曜日/9時30分~11時

8月11・18・25日
9月1日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日/10時~12時

8月23・30日
9月6日

なんぶこども園　　　　　　 ☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日/9時~12時

8月18日　砂あそび
8月25日　お誕生会
9月8日  　お外であそぼう
9月15日　 製作「うさぎさん」

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日/9時~14時

8月17・19・24・26日
9月7・9・14日

チェリーこども園　　　　　 ☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ ※要予約
木曜日/9時30分~11時

8月19日　廃材あそび
8月26日　子育て講座　食育①
9月2日　  ひも通しあそび
9月9日　  園庭であそぼう

認定こども園 あかね幼稚園	 ☎0178-76-1801

ハッピークラス
火曜日/10時~11時30分

8月のハッピークラスはお休みし
ます。
9月7日　お散歩バッグつくり

※新型コロナウイルス感染症などの影響で変更となる場合が
ありますので、ご利用の際は必ず各施設にお問い合わせく
ださい。

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　問合せ　健康こども課(健康センター )  ☎0178-60-7100
種別 対象者 実施日 受付時間 場所

1歳6か月児健康診査 R1.12月~R2.1月生まれ 8月19日(木) 12時15分~12時45分 健康センター乳児健康診査 R3.3月~R3.5月生まれ 9月2日(木) 12時00分~12時40分
※受付時間・場所は、都合により変更となる場合があり、その際は対象者に通知します。

乳幼児予防接種 実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・
ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス

医療機関名 曜日・受付時間 予約 その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時~13時20分 全種類 BCG 8月16日㈪、9月13日㈪
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時~13時30分 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時~11時　15時~17時
木・土曜日　　　　  9時~11時 全種類 BCG  8月18日㈬、9月8日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時~11時30分　
　　　　　　　　　 14時~17時30分
水・土曜日　　　　  9時~11時30分

B型肝炎、日本脳炎、
ヒトパピローマウイルス、
ロタウイルス

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時~12時　15時~17時
火・木・土曜日　　  9時~12時

B型肝炎、日本脳炎
ヒトパピローマウイルス ロタウイルスは行っていません

スワンクリニック 月・火・水曜日　　  9時~11時
金曜日　　　　　　  9時~11時　14時~17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。それ以外のものは、予約なしで受けられます。

麻しん（はしか）は感染力が強く、予防接種を
受けないでいると多くの人がかかり、流行する
可能性があります。発症して回復するまで約7
～10日間と長いため、体への負担が大きく、命
にかかわる合併症を起こすこともあります。

風しんは未だに流行し、近年は働き盛りの世
代の流行が問題になっています。特に、妊娠初
期の女性がかかるとおなかの赤ちゃんへの影響

（先天性風しん症候群）が心配な病気です。
ワクチンの接種だけが感染を防ぐただ一つの

方法です。対象年齢になったら、なるべく早く
予防接種を受けましょう。
対象年齢
▶第1期　生後12 ～24か月未満
　　　　　（2歳の誕生日の前日まで）
▶第2期　小学校入学前の1年間（年長児）
費用　対象年齢内は無料
風しん抗体検査等費用助成事業
　町では、妊娠を希望する女性や妊娠中の女性
と同居している家族等を対象に、風しん抗体検
査と予防接種の費用助成を行っています。助成
を希望される方は、事前に申請手続きが必要に
なります。助成内容等は、健康こども課へお問
い合わせください。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

MR（麻しん・風しん混合）予防接種を
受けましょう

子育て通信
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成年後見制度ってどんなときに利用するの？

「すこやか南部」通信 問合せ	 健康こども課（健康センター）
	 ☎0178-60-7100

パート2

コロナ禍での熱中症予防・食中毒

マスクをつけていると暑さやのどの渇きを感じに
くいため、より体内の水分が不足してしまいます。
対策　のどが渇いていなくても、1日1.2Ｌ以上の水

分をとるようにしましょう。
※水分制限のある方は、かかりつけ医に相談しましょう。
対策のポイント
▶朝、1.2Ｌ以上の水分を用意して、夜には飲み終

わるように、「飲むタイミング」を決めて水分を摂
取しましょう。

▶今年は「1 ～2時間ごとにコップ1杯の水を飲むこ
と」を目標として、水分をとるようにしましょう。

今年はさらに熱中症のリスクが高まっています
不活発な生活で体力づくりができていないと汗が

でにくく、熱を発散することができません。
対策　暑くなる前の時間帯から、汗

をかく準備を始める（毎日30分程
度のウォーキングなど）

対策のポイント
▶筋肉には水を蓄える役割もあります。たんぱく質

をとって涼しい時間に運動をすれば、熱中症にか
かりづらい体になります。

▶体を暑さに慣らすことを「暑
しょねつじゅんか

熱順化」といい、暑熱
順化をしていると、熱中症予防になります。

食中毒を予防しましょう
夏場は温度、湿度とも高くなり、食品の取り扱いに

よっては食中毒を起こしやすい季節となります。
加えて、コロナ禍によってお持ち帰りやデリバリー

の機会も増え、例年より食中毒のリスクが高まってい
ます。予防の基本は「手を洗うこと」ですが、食品の取
り扱いにも注意が必要です。

食中毒予防の３原則
①菌をつけない　丁寧な手洗い、洗浄で食品に菌を

つけないよう清潔を心がけましょう。
②菌を増やさない　食品についた菌が増えないよ

う、迅速な調理、保存と冷却を心がけましょう。
③菌をやっつける　中心部まで熱が通るよう十分に
（中心部が75℃で1分以上）加熱しましょう。

3原則を習慣づけるほか、規則正しい生活とバランス
のとれた食事で抵抗力をつけておくことも大切です。

お持ち帰り・デリバリーについて
▶持ち帰る際は、温度管理に注意し、高温になる車

内に放置しないように注意しましょう。持ち帰っ
た料理や届いた料理は早く食べましょう。

お弁当を手作りする場合
▶調理する人の手指には感染する可能性がある菌が

ついているので、手洗いは必須です。おにぎりな
どは素手で触らないようにしましょう。台所や調
理器具、容器は消毒し清潔にしましょう。

▶食材はできるだけ新鮮なものを使い十分に加熱
し、前日の残り物や水分の多いものは避けましょ
う。

▶おかずやご飯は冷めてから詰め、冷蔵庫や涼しい
場所で保管し、なるべく早く食べましょう。

一人暮らしで将来が不安
最近物忘れが多くなってきた…。お金の管理が

うまく出来なくなったし、病気になったときのこ
とが不安です。

障がいのある子どもとの暮らし
すでに成人した子供には、障害があり、親の私

たちが高齢になって世話が出来なくなった後が心
配です。

このようなときは、お気軽にご相談ください。
問合せ　地域包括支援センター（健康センター）
　　　　☎0178-76-2555

夫婦二人暮らし
子供がいないのでいざというときに備えて、安心

できるところへ財産管理などをお願いしておきたい
です。
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ごみ削減とリサイクル率の向上を目指して
町では、ごみ削減とリサイクル率の向上を目指し、新たな取り組みを開始しました。

ごみ収集アプリ（無料）の配信
ごみ収集日を通知したり、分別方法が簡単に検索できる便利なアプリを無料で配信しています。ごみに

関するお知らせも配信しますので、ぜひインストールしてご活用ください。

役場新庁舎に資源回収ボックスを設置
小型家電のほか、ペットボトルや紙の資源回収ボックスを設置し、リサイクルに努めます。

廃棄物処理に関する２つの計画の策定
（一般廃棄物処理基本計画・災害廃棄物処理計画）

「一般廃棄物処理基本計画」は町のごみやし尿
をどのように処理するかなどについて、今後10
年間の目標を掲げたものです。あわせて、新し
いハザードマップに対応した「災害廃棄物処理計
画」も策定しました。

2つの計画の詳細内容は、町ホームページに掲
載していますのでご覧ください。

問合せ　住民生活課　☎0178-38-5963

　町では今後も、ごみ減量化とリサイクル率向
上、また住みよい環境づくりのため、各種施策
を展開していきますので、町民の皆さんのご理
解とご協力をお願いします。

資源回収ボックスで回収する資源物
小型家電
▶開口45㎝×35㎝以下の小型家電を直接投入してくだ

さい。
▶電池やバッテリーは可能な限り取り除いてくだ

さい。
※電池やバッテリーはここでは回収しません。適

正な処理によりご自身で処分ください。
ペットボトル
▶キャップを外し、ラベルをはがし、水で中をす

すぎ、乾燥させたものを直接投入してください。
雑誌
▶週刊誌や単行本、電話帳などで表紙が紙のもの

を、紙紐で十字にしばって投入してください。
▶雑がみ（書籍類や封筒やはがき、紙箱等）もこの

回収ボックスに投入してください。
新聞
▶古新聞やチラシ、コピー用紙、普通紙などを、

紙紐で十字にしばって投入してください。
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青森県U・Iターン×交流フェア開催

認定農業者制度の申請を受け付けしています

問合せ　農林課　☎0178-38-5964

認定農業者制度は、農業者が町の基本構想に
示された農業経営の目標に向けて、自らの創意
工夫に基づき、経営の改善を進めようとする計
画を町が認定し、これらの認定を受けた農業者
に対して重点的に支援を行う制度です。
対象者　農業経営の改善を進め、所得向上と農

業振興に積極的に取り組む方であれば、どな
たでも認定農業者になることができます。

申請方法　認定を受けようとする方は、5年後の
目標とその達成のための取組内容を記載した

「農業経営改善計画認定申請書」を作成し、町
へ提出してください。

※申請は通年受け付けしており、様式は町ホー
ムページに掲載しています。

認定基準
▶計画が町の基本構想に照らして適切なもので

あること
例1　農業所得530万円（主たる農業従事者一人

あたり400万円程度）
例2　年間総労働時間が、主たる農業従事者一人

あたり2,000時間程度
▶計画が農用地の効率的かつ総合的な利用を図

るために適切なものであること
▶計画の達成が確実と見込まれること
認定農業者の主な支援措置
経営所得安定対策
▶畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）
　麦・大豆等のコスト割れの補填

▶米・畑作物の収入減少影響緩和対策交付金（ナ
ラシ対策）

　米・麦・大豆等の収入減少に対するセーフティ
ネット

融資
▶農業経営基盤強化資金（スーパー L資金）
　経営改善のための長期低利融資。
　実質化した人・農地プランの中心経営体とし

て位置づけられた認定農業者等が借り入れる
スーパーＬ資金について、貸付当初5年間の金
利負担が軽減。

税制
▶農業経営基盤強化準備金制度
※青色申告者が対象です
　経営所得安定対策等の交付金を積み立てた場

合、この積立額を個人は必要経費に、法人は
損金に算入。

　さらに5年以内にこの積立金を取り崩して、農
地や農業用機械、農業用建物等を取得した場
合に圧縮記帳が可能。

農業者年金
▶農業者年金の保険料支援（特例付加年金）
※年齢及び所得等の要件があります
　月額2万円の保険料のうち4,000円～1万円／

月の国庫補助（最大20年）
補助金
　国・県・町それぞれの補助事業において、認

定農業者であることが優先項目となっている
ため、補助事業の実施には有利です。

※事業内容により要件がありますので、詳しく
は農林課までお問い合わせください。

８月28日（土）に東京都で「青森県Ｕ・Ｉター
ン×交流フェア」が開催されます。

 青森県へのＵターンや移住を検討されている
方のために個別相談会やセミナー、トークイベ
ント等を実施する県主催のイベントに南部町も
出展し、相談をお受けします。

首都圏在住のご家族やご友人などにぜひご紹
介ください。 問合せ　交流推進課　☎0178-38-5961

詳しくはこち
らのQRコードか
らご覧ください。
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昨
年
、
町
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化
財
に
指
定
さ

れ
た
本
三
戸
八
幡
宮
別
当（
神

職
）佐
々
木
家
に
代
々
伝
わ
る

「
花け

ご
ん
い
ん
も
ん
じ
ょ

厳
院
文
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」。
そ
の
３
５
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件

あ
る
文
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群
の
中
か
ら
、
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味
深

い
史
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が
見
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か
り
ま
し
た
。

発
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れ
た
の
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戸
時
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島
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白
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出
身
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源
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門
」が
残
し
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納

の
う
き
ょ
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ち
ょ
う
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帖
で
す
。

近
年
、
寺
社
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に
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拝
し
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た
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し
ゅ
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印
集
め
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ー
ム
と
な
っ
て
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ま
す
が
、
納

経
帖
は
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帳
の
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形
と
い
わ

れ
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ま
す
。

元
々
、
御
朱
印
は
巡
礼
者
が
法

華
経
を
66
回
書
写
し
て
全
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を
巡

り
、
一
部
ず
つ
各
霊
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寺
社
）に

納
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て
歩
い
た
際
、
納
経
の
証
と

し
て
授
か
っ
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領
印
で
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諸
国
の
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場
を
巡
る
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経
は
室
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代
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
江

戸
時
代
後
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は
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朱
印
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形
で
あ
る
納
経
帖
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り
ま
し
た
が
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降
、

皮
切
り
に
、
５
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日
に
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戸
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永
寺
に
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経
し
た
後
、
一
気
に
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街
道
を
北
上
し
、
南
部
藩
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26

か
所
の
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を
巡
っ
て
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た
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た（
図
１
）。
源

左
衛
門
の
職
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は
不
明
で
す
が
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領
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何
度
も
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復
し

て
い
る
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か
ら
、
行
商
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ど
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し
て
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能
性
も
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ま
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。

最
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は
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月
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す
が
、
納
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帖
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後
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た
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八
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朱
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た
ら
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か
ら
、
病
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ガ
で
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念
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可
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ま

た
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い
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政
奉
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３

か
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、
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ど
こ
ろ
で
は
な
く

な
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す
。
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図1　巡礼者「源左衛門」の行程

拡大図

東叡山(寛永寺)本堂
5月19日

都々古和気神社(白川郡)
5月9日

巖鷲山大権現
(雫石)
9月2日

巖鷲山大権現(雫石)
9月2日

七戸新館八幡宮
9月8日

千曵大明神
9月10日

横浜八幡宮
9月11日

田名部町 示現太郎大明神
9月11日

正津川 大悲優婆尊
9月12日

嶽大明神
9月13日

小繋 長楽寺 9月25日

北上山 正覺院 9月25日

盛岡　大光山聖寿万年禅寺
盛岡　宝山東禅寺
9月28日

 稗貫 早池峰山 妙泉寺
 7月23日

斯波　志和古稲荷
斯波　志和大稲荷
10月5日

和賀稗貫境 清水寺
5月28日

天台寺
8月25日

　　　
   連台山恵光院 長谷
　　慶応3年月日不明

　　　
   連台山恵光院 長谷
　　慶応3年月日不明

丹内山神社
正月24日
丹内山神社
正月24日

黒石 妙見山黒石教寺
大袋拓花山圓通 正法禅寺
正月24日

黒石 妙見山黒石教寺
大袋拓花山圓通 正法禅寺
正月24日

鎮守府八幡宮
正月24日
鎮守府八幡宮
正月24日

永福密寺 善行院
7月8日
永福密寺 善行院
7月8日

岩手 筑波寺 9月27日

二戸 宮野山八幡宮
9月24日

櫛引八幡宮
（普門院）
　9月18日

　　　白花山法光寺
　　　10月6日
   

寺社
慶応元年 5月 19日 東叡山（寛永寺）本堂

5月 9日 都々古和気神社（白川郡）

9月 2日 巖鷲山大権現（雫石）

9月 8日 七戸新館八幡宮

9月 10日 千曵大明神

9月 11日 横浜八幡宮

9月 11日 田名部町 示現太郎大明神

9月 12日 正津川 大悲優婆尊　盛岡

9月 13日 嶽大明神　盛岡

9月 24日 二戸 宮野山八幡宮

9月 25日 小繋 長楽寺

9月 25日 北上山 正覺院

9月 27日 岩手 筑波寺

9月 28日 盛岡　大光山聖寿万年禅寺

9月 28日 盛岡　宝山東禅寺

10月 5日 斯波　志和古稲荷

10月 5日 斯波　志和大稲荷

慶応2年 5月 28日 和賀稗貫境 清水寺

7月 23日 稗貫 早池峰山 妙泉寺

8月 25日 天台寺

9月 18日 櫛引八幡宮御許山神宮寺普門院

10月 6日 白花山法光寺

慶応3年 正月 24日 丹内山神社

正月 24日 黒石 妙見山黒石教寺

正月 24日 大袋拓花山圓通 正法禅寺

5月 8日 鎮守府八幡宮

連台山恵光院　長谷

7月 8日 永福密寺 善行院

年月日

不明

慶応元年（１８６５）

慶応３年（１８６７）

慶応２年（１８６６）

参
拝
に
際
し
御
朱
印
を

い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム
に

変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

巡
礼
者
源
左
衛
門
は
、

慶
応
元
年
５
月
９
日
、

地
元
白
川
郡
の
神
社
を

写
真
１　
幕
末
の
法
光
寺
御
朱
印
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～各校の特色ある教育～

名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》

　福地おはなしの会の皆さんによる読み聞かせです。未
就学のお子さんは保護者同伴でお越しください。新型コ
ロナ対策として、定員を設け予約制とします。
日時　8月22日（日）　10 時30 分～ 11 時
場所　名川中学校図書室1階（町民図書室）
定員　10人 ※8月21日㈯12時までに図書室へ予約してください。

《第13回「MOE絵本屋さん大賞2020」特別展示中》

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL　http://www.lib-eye.net/nanbu/

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　8月10日（火）、16日（月）、23日（月）、30日（月）
問合せ　☎0178-76-3121 ※おはなし会の予約受付

《今月の新刊》

◆自分でできる子に育つほめ方叱り方	 島村　華子
◆ハニオ日記	 石田　ゆり子
◆リボルバー	 原田　マハ
◆己丑の大火（照降町四季2）	 佐伯　泰英
◆薔薇のなかの蛇	 恩田　陸
◆本心	 平野　啓一郎
◆雷神	 道尾　秀介
◆二平方メートルの世界で	 前田　海音
◆そらをとぶのりものえほん	 秋本　俊二
◆あなふさぎのジグモンタ	 とみなが　まい

ぼたんの花いっぱいの学校に！
5月31日、全校児童で縦割り班による「ぼたん

プロジェクト」が行われました。南部町の花であ
る「ぼたん」を校地の一角に植え始めて4年目とな
り、今では全校児童数ほどのぼたんが5月中旬と
もなると一斉に咲き乱れます。その様子は実に
圧巻で、思わず足を止めて見とれてしまうほど
です。子どもたちもふるさとの花ぼたんをすっ
かり気に入ったようで、運動会の時期になると、
ぼたんの花が咲くのをいまかいまかとそわそわ
し始めます。

ぼたんプロジェクト当日、子どもたちは縦割
り班ごとに、ぼたん園に集合しました。今年は
各班2本ずつ、事前に高学年が掘っておいた穴に
植えていきます。4年目ともなると子どもたちも
手慣れたもので、手際よく苗を運び、分担して
丁寧に作業を進めることができました。初めて
体験する1年生に手取り足取り植え方を教えてい

校長：島守　詩子　　　児童数：155人名久井小学校

5年生の指示をしっかり聞く2年生

る6年生。植え終わった苗に「大きくなってね」と
声をかけながら水をかける子どもたち。

「人・ものにやさしくできる子の育成」を目指
し、町の花ぼたんに関わることで、友達を大切
にし、ふるさとを愛する名久井の子を育ててい
きたいと思います。

受賞絵本37作品を展示、
貸し出し中です。大人、子
どもを問わず、楽しめる絵
本がたくさんあります。

ぜひ、お手にとってご覧
ください。
展示　9月18日（土）まで
貸出　8月28日（土）まで
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8 August 9 September
5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN

休

館

日

浜名湖GⅠ
レディースチャンピオン 宮島一般戦 戸田一般戦 宮島GⅢオールレディース 芦屋ヴィーナスシリーズ

（モーニング）
尼崎
一般戦 平和島一般戦 宮島

GⅠ

びわこ
一般戦 戸田一般戦 尼崎一般戦 児島一般戦 児島

一般戦 戸田一般戦 尼崎
一般戦 児島一般戦 戸田一般戦

桐生
一般戦 大村一般戦 蒲郡一般戦 桐生一般戦 蒲郡SGボートレースメモリアル 桐生一般戦 蒲郡

一般戦

若松
GⅢ

住之江GⅢ
アサヒビールカップ

桐生
報知新聞社杯・お盆レース

大村
一般戦 大村一般戦 住之江一般戦 丸亀一般戦 住之江GⅠ

高松宮記念特別競走
デーレース ナイターレース

役立っています！　ボートピアなんぶ交付金
地域の祭りで花火大会と夜店を実施したことにより、新型コロナウイルス感染症の影響で我
慢が続く地域住民や子どもたちへ楽しい思い出を残すことができました。（南部わげぇ者会）

花火や火遊びによる火災に注意！
夏といえば花火。大人も子どもも手軽に楽し

むことができます。
しかし、気軽に楽しめる花火も、取り扱いを

間違うと火事や火傷などの事故につながりかね
ません。事故が起こらないよう十分注意し、夏
の楽しい思い出にしましょう。
問合せ
▶三戸消防署名川分署　　☎ 0178-76-2416
▶三戸消防署福地分遣所　☎ 0178-84-2103

花火を安全に遊ぶポイント
▶気象条件を考え、風の強い時は花火をしない
▶周囲に燃えやすいものがなく、広くて安全

な場所を選ぶ
▶子どもだけでなく、大人と一緒に遊ぶ
▶説明書をよく読み、注意事項を必ず守る
▶水バケツを用意し、遊び終わった花火は必

ず水につける

福
地
短
歌
会

前
方
に
青
く
峙
つ
岳
の
秀
を
照
ら
し
て
夏
至
の
夕
映
え
長
し	

川
守
田
慶
三

早
苗
田
の
緑
は
濃
ゆ
き
夏
げ
し
き
空
青
く
し
て
気
分
爽
快	

大
久
保
雪
夫

縄
文
の
館
に
展
示
す
か
は
ら
け
や
弓
弦
を
紡
ぐ
ま
で
な
手
仕
事	

奥
寺　

睦
子

癒
ゆ
る
な
き
障
害
な
れ
ば
ま
た
夢
に
父
と
並
び
て
苗
を
植
ゑ
を
り	

工
藤　

裕
正

陽
の
熱
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
軋
む
音
薄
ら
陽
な
れ
ば
柔
く
響
き
来	

坂
上　

傳
吉

霧
深
き
朝
を
高
鳴
く
郭
公
の
声
の
切
な
し
托
卵
の
こ
ろ	

水
梨　

正
夫

人
生
は
出
会
ひ
と
学
び
支
え
合
ひ
生
か
さ
れ
生
き
て
共
に
行
く
道	

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

明
治
生
ま
れ
の
祖
母
が
残
せ
し
絽
の
襦
袢
仕
立
て
直
し
て
わ
が
身
に
ま
と
ふ	

馬
場　

昭
子

近
く
来
て
励
ま
す
ご
と
く
鳴
く
郭
公
り
ん
ご
摘
果
の
長
き
夏
至
の
日	

馬
場　
　

操

牡
丹
園
色
あ
ざ
や
か
に
香
り
満
つ
観
光
客
呼
ぶ
わ
が
里
ま
つ
り	

馬
場　

敬
子

梅
雨
入
り
の
庭
に
真
つ
赤
な
立
葵
畑
の
帰
り
を
待
ち
ゐ
る
ご
と
し	

坂
本　

綾
子

と
う
に
も
う
遊
泳
禁
止
の
馬
淵
川
対
岸
ま
で
を
泳
ぎ
し
と
ふ
夫	

佐
々
木
冴
美

若
　
草
　
会

幼
き
子
星
の
模
様
の
ゆ
か
た
着
て
お
空
と
同
じ
と
く
る
く
る
回
る	

一
ノ
渡　

綮

星
空
を
夕
涼
み
し
て
見
上
げ
た
る
七
月
末
の
吾
が
誕
生
日	

中
野　

静
子

手
に
余
る
巨
大
い
ち
ご
に
幼
子
は
じ
っ
と
見
つ
め
る
キ
ラ
星
の
目
で	

藤
野　

幸
枝

西
空
に
ま
た
た
く
星
が
な
ら
び
い
て
夜
間
飛
行
機
ピ
カ
ピ
カ
過
ぎ
る	

向
山　

敦
子

あ
か
ね
空
た
そ
が
れ
瞬
く
星
ひ
と
つ
無
事
に
帰
れ
と
父
母
の
ご
と
く
に	

工
藤　

孔
子

空
間
に
人
工
衛
星
密
に
飛
び
道
案
内
の
ス
マ
ホ
の
く
ら
し	

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

待
つ
と
い
ふ
時
間
の
深
さ
蛍
火
の
現
れ
ざ
り
し
渓
川
の
闇	

奥　

あ
さ
子

夕
菅
の
花
び
ら
露
を
光
ら
せ
て
恋
失
ひ
し
少
女
の
ご
と
し	

安
ヶ
平
千
代

気
張
ら
ず
に
さ
ら
つ
と
歌
の
仲
間
入
り
出
来
る
と
思
ふ
歌
会
つ
づ
く	

相
馬　

幸
子

薄
暗
き
机
の
壺
の
禅
庭
花
レ
モ
ン
の
色
の
明
か
り
を
灯
す	

山
下　

幸
枝

午
後
七
時
雨
と
一
緒
に
去
り
ゆ
き
し
雲
の
土
産
は
虹
と
夕
焼
け	

木
村
ひ
な
子

令
和
三
年
五
月
中
旬
コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
長
谷
の
ぼ
た
ん
の
祭
り	

八
木
田
順
峰
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の
歌
を
メ
イ
ン
と
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

演
奏
曲　

歌
劇「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結

婚
」よ
り
／
カ
ル
メ
ン
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー（
２
台
ピ
ア
ノ
編
）
／

ヨ
イ
ト
マ
ケ
の
唄　

ほ
か

日
時　
8
月
28
日（
土
）

　

開
場
17
時
30
分　

開
演
18
時

場
所　
青
森
県
立
美
術
館
ア
レ
コ

ホ
ー
ル（
青
森
市
安
田
字
近
野

１
８
５ 

Ｂ
２
Ｆ
）

料
金　
一
般
２
千
円
、
高
校
生
以

下
１
千
円（
全
席
指
定
、
当
日

券
な
し
）

申
込
み　

チ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
カ
ン

フ
ェ
テ
ィ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は
電
話

（
☎
０
１
２
０
・２
４
０
・５
４
０
）

問
合
せ　
青
森
県
立
美
術
館

　

☎
０
１
７
・７
８
３
・５
２
４
３

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

お知らせ
information

行政相談・人権相談
期日　9月2日(木)
時間　13時～15時
場所　福地公民館・剣吉公民館・
　　　南部公民館
問合せ
▷行政相談は総務課

☎0178-76-2111
▷人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

9・10月の休日窓口開設日
期日　9月4日（土）、18日（土）
　　　10月2日（土）、16日（土）
時間　8時15分~12時
場所　住民生活課
業務内容　�住民票・印鑑証明書・
　戸籍証明書の交付、印鑑登録
※�平日は、当日16時までの電話

予約で、18時まで窓口の時間
を延長できます。業務内容は
休日窓口と同じです。

問合せ  住民生活課
☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和3年7月20日現在）

対先月比

人　口 17,382 人 （－11）
男 8,269 人 （－2）
女 9,113 人 （−9）

世帯数 7,500 世帯 （+2）

開催案内
南
部
町
精
神
障
害
者
家
族

会「
語
ら
い
の
会
」

　
　
　

南
部
町
精
神
障
害
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」で
は
、
精
神
に
障

が
い
の
あ
る
方
の
家
族
が
集
ま

り
、
自
由
に
語
ら
い
、
交
流
し
て

い
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
8
月
21
日（
土
）

　
　
　

12
時
～
14
時
30
分

場
所　
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　
健
康
こ
ど
も
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
は
、
自
死
で
ご
家
族
や

ご
友
人
、
恋
人
な
ど
大
切
な
人
を

亡
く
さ
れ
た
方
を
対
象
に「
つ
ど

い
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
開
催
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　
9
月
18
日（
土
）

　
　　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
ユ
ー
ト
リ
ー
４
階

参
加
費　
無
料

問
合
せ
・
申
込
み

　
青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
７
・７
８
７
・３
９
５
７

「
今
、
心
の
歌
を
。」
～
一
つ
の
声

と
二
つ
の
ピ
ア
ノ
で
紡
ぐ
～

バ
リ
ト
ン
歌
手
と
二
人
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
に
よ
る
、
県
立
美
術
館
初

振
込
口
座
の
変
更
届
出

高
額
療
養
費
等
の
給
付
申
請
の

際
に
届
け
出
し
た
振
込
口
座
に
変

更（
解
約
・
金
融
機
関
の
店
舗
統

廃
合
等
）が
あ
っ
た
と
き
は
、
必

ず
健
康
こ
ど
も
課
へ
届
け
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
届
け
出
が
な
い
と
振
り
込
み
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ　

　
健
康
こ
ど
も
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
１
７
８
・
76
・
３
３
２
３

　
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
１
７
・７
２
１
・３
８
２
１

開催案内
「
つ
ど
い
」の
ご
案
内

～
自
死
遺
族
の
つ
ど
い
～

開催案内
ア
レ
コ
ホ
ー
ル
定
期
演
奏

会
２
０
２
１

制度案内
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
の
み
な
さ
ん
へ

広告
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※
／
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
／
フ
ィ

リ
ピ
ン（
２
次
）※
／
台
湾
・
バ

ジ
ー
海
峡
※

※
印
は
洋
上
慰
霊
ま
た
は
機
上
遥

拝
を
予
定
。

特
定
地
域　
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

／
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
／
ミ
ャ

ン
マ
ー

問
合
せ　
（
財
）日
本
遺
族
会
事
務
局

　

☎
０
３
・３
２
６
１
・５
５
２
１

申
込
み　
南
部
町
社
会
福
祉
協
議
会　

　

南
部
町
遺
族
会
事
務
局

　

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
６
６
２

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃
の
情

報
交
換
を
し
た
り
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ

か
、
専
門
職
に
悩
み
を
相
談
で
き

る
場
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
雅

日
時　
8
月
21
日（
土
）

　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

参
加
費　
２
０
０
円（
飲
み
物
付
き
）

問
合
せ
・
場
所

　

地
域
交
流
カ
フ
ェ
雅

　

南
部
町
下
名
久
井
字
如
来
堂
５

―
１（
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

蒼
隣
）

　

☎
０
１
７
８
・
38
・
８
９
６
３

　

三
信
包
装（
株
）管
理
部

　

〒
０
３
１
―
０
０
７
１

　

八
戸
市
沼
館
一
丁
目
15
―
9

　

☎
０
１
７
８
・
43
・
６
６
５
１

日
本
遺
族
会
で
は
、
政
府
の
委

託
な
ら
び
に
補
助
を
受
け「
戦
没

者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
戦
没
者
遺
児
に
対
す
る

慰
藉
の
一
環
と
し
て
、
父
等
を
国

に
捧
げ
た
戦
没
者
の
遺
児
が
、
亡

き
父
等
の
眠
る
地
に
赴
き
、
心
ゆ

く
ま
で
の
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と

も
に
、
現
地
の
方
々
と
の
友
好
親

善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

参
加
費　
10
万
円　

※
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、

帰
国
時
宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手

数
料
等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

参
加
資
格　
戦
没
者
の
遺
児

※
今
回
実
施
す
る
地
域
以
外
の
方

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

実
施
地
域　
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

／
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
／
中
国
／

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
／
パ
オ
ラ
諸
島

／
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
／
※

フ
ィ
リ
ピ
ン（
１
次
）
／
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
※
／
マ
リ
ア
ナ
諸
島

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
新
幹
線
試

験
電
車
を
使
用
し
て
の
走
行
試
験

を
実
施
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
９
月
７
日（
火
）

　
　
　

～
２
月
27
日（
日
）

時
間　
23
時
～
午
前
５
時
頃

※
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式

会
社　

盛
岡
支
社　

企
画
室

　

☎
０
１
９
・６
２
５
・４
０
１
９

三
信
包
装
株
式
会
社
は
、
包
装

資
材
の
加
工
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
品
の
一
貫
工
程

設
備
を
有
す
る「
も
の
づ
く
り
の

会
社
」で
す
。

職
種（
各
１
名
募
集
）

▼
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
製
造

オ
ペ
レ
ー
タ
ー（
正
社
員
）

▼
営
業
部（
正
社
員
）

▼
製
袋
機
の
操
作
・
検
品
業
務（
契

約
社
員
・
時
給
制
）

※
募
集
の
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
求
人
票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

協力依頼
新
幹
線
走
行
試
験
ご
協
力
の

お
願
い

求人情報
三
信
包
装
株
式
会
社

福
地
工
場（
町
誘
致
企
業
）

開催案内
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業

「
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」な
ど

の
不
安
を
お
持
ち
の
方
、
一
度
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
8
月
16
日（
月
）

　
　
　

9
時
～
16
時

※
毎
月
第
3
月
曜
日
に
開
催

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

場
所　
健
康
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
・
申
込
み

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

広告

広告

開催案内
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

開催案内
も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談
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地域包括支援センターだより  ＜No.1＞

高齢者に関する様々なお困りごとは、地域包括
支援センターにご相談ください。

保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員など
の専門職が相談に応じています。

問合せ　地域包括支援センター（健康センター）　☎ 0178-76-2555

▶介護保険のサービスを利用したい。
▶家族の介護について相談したい。
▶最近足腰が弱くなった。介護予防の講座など

があれば知りたい。
▶物忘れが気になりだした。認知症かも。
▶お金の管理が難しくなってきた。財産管理に

自信がない。
▶虐待されているかもしれない。
▶高齢者だけの生活なので今後が心配。

お住いの身近な地域にも総合相談窓口があります
相談窓口・連絡先 担当地区

ふくち在宅介護支援センター
☎ 0178-84-2011

福地地区　福田、あかね、滝田、埖渡、杉沢、椛木、法師岡、東あかね、
　　　　　板橋、あけぼの
名川地区　森越、森林・向山

在宅介護支援センター　きぼう
☎ 0178-84-4778

福地地区　苫米地・駅前団地、片岸、高橋、小泉、小松沢、麦沢
名川地区　荒町、桜町、桜本町、新開地、上斗賀、下斗賀

剣吉在宅介護支援センター
☎ 0178-60-5511

名川地区　高瀬、上名久井、平、広場、五日市、下名久井、助川、横沢、
　　　　　野場、法光寺、鳥舌内、鳥谷、虎渡、上中町

相談センター　八幡のゆ
☎ 090-4633-1242

南部地区の全域
名川地区　上川原

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

広告

広告

広告

広告

8月19日（木）
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厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎ 0178-84-2850

バーデパーク特設展示会場「めへぇる」に、作品を
展示してみませんか？

現在、町内在住の書道教授 鳩武治氏と、町内の子
どもたちの作品を展示しています。
応募条件　南部町在住または出身の方
詳しくはバーデパークまでお問い合わせください。

特設会場「めへぇる」
作品展示者を大募集

夏だよ！バーデパークへ GO！  プール割引券プレゼントキャンペーン開催中！

問合せ
▶八戸清掃工場　� ☎ 0178-27-1351
▶八戸リサイクルプラザ　� ☎ 0178-70-2396
▶八戸環境クリーンセンター　� ☎ 0178-28-1919

八戸清掃工場では可燃ごみ、八戸リサイクルプラザ
では不燃ごみ、粗大ごみおよび資源ごみを処理してい
ます。また、八戸環境クリーンセンターでは、し尿・
浄化槽汚泥の効率的、安定的な処理を行い、公共用水
域の水質保全と快適な生活環境の保全に努めています。

八戸地域広域市町村圏事務組合  ごみ・し尿の処理状況

お得な情報が満載です。ぜひご覧ください。

★朝風呂営業　330円
　 6時～8時　受付7時30分まで

インスタグラム & フェイスブック
SNS はじめました

★今月の休館日　8月26日（木）

ごみ処理用（t） し尿処理量（kL）
可燃ごみ 不燃ごみ・粗大ごみ・資源ごみ し尿 浄化槽汚泥

地域名 令和元年度 令和 2 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和元年度 令和 2 年度
八戸市 67,909 66,774 12,758 12,965 29,224 28,377 51,292 50,417
南部町

（旧福地村区域） 1,189 1,203 297 305 489 514 3,018 2,855

階上町 3,109 3,022 738 753 2,527 2,461 5,065 4,825
受託焼却分 ‐ 93 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

計 72,207 71,092 13,793 14,023 32,240 31,352 59,375 58,097

Instagram Facebook ホームページ

プール特別企画開催中！
プールご利用の方に次回使える割引券プレゼント！
配付期間　8月22日（日）まで
割り引き　大人	 通常1,120円 ⇒ 割引後1,000円
　　　　　小人　	 通常570円 ⇒	 割引後300円
　　　　　70歳以上　通常710円 ⇒	 割引後500円
※配付期間中に入館料大人1,120円、小人570円をお

支払いされた方に限ります。 ※屋外プールは8月29日（日）まで　※流水プールは9月5日（日）まで

NEW
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達者de健康相談
～今よりもっと“達者”になりたい人に～

南部町医療センターからの
お知らせ	 ☎ 0178-76-2001

青森労災病院医師の診療日

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時~

8月11日（水）、25日（水）

泌尿器科 要予約
診療　13時~

8月10日（火）、16日（月）、24日（火）、30日（月）

町営市場の販売状況（6月16日〜7月15日）

品　名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

サトウ錦（ｻｸﾗﾝﾎﾞ） 17,438 47,423 2,720 2,570
紅秀峰（ｻｸﾗﾝﾎﾞ） 4,910 17,814 3,628 2,864
サミット（ｻｸﾗﾝﾎﾞ） 1,142 3,223 2,822 2,304
北光（ｻｸﾗﾝﾎﾞ） 1,781 1,958 1,100 1,092
南陽（ｻｸﾗﾝﾎﾞ） 462 1,194 2,584 2,363
大石（ﾌﾟﾗﾑ） 106,900 24,091 225 246
豊後（梅） 638,200 78,976 124 246
八助（ｱﾝｽﾞ） 173,460 66,010 381 310
山形3号（ｱﾝｽﾞ） 16,262 4,696 289 260
大実（ｱﾝｽﾞ） 26,148 9,678 370 316
長芋 35,550 7,602 214 243
にんにく 3,382 6,601 1,952 1,199
生にんにく 4,487 5,816 1,296 895
大根 23,680 1,569 66 81
キャベツ 14,273 909 64 73
トマト 15,534 4,056 261 284
きゅうり 20,441 3,097 151 239

8・9月の休場日
8月6日（金）、8日（日）、14日（土）～16日（月）、18日（水）、22日（日）、
　25日（水）、29日（日）
9月1日（水）、5日（日）、8日（水）、12日（日）、15日（水）、19日（日）、
　20日（月）、23日（木）、26日（日）、29日（水）

　健康センターでは毎月、健康相談を開催
しています。ご自分の血管年齢や骨密度、
筋肉量、内臓脂肪量を確認してみませんか?

開催日　8月10日（火）
　　　　9月6日（月）・27日（月）
時　間　13時30分～ 18時30分
　　　　（最終受付18時）
場　所　健康センター 2階　運動指導室
内　容　体組成測定（体脂肪・筋肉量）、

血管年齢測定、骨密度測定、血圧測定、
保健師・栄養士による健康相談

費　用　無料

問合せ　健康こども課 （健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

※事前に予約が必要です。
※最近の健診結果票を持参してください。 東北フリーブレイズ

公式ファンクラブ「ブレイジニア」
ファンクラブに入会して共に戦いましょう !!

フ ァ ン ク ラ ブ へ
の入会は下記 QR
コ ー ド か ら お 申
し込みください。

切
り
拓
く
。
そ
の
先
へ･･･

〈
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉

9月4日	（土）	 プレシーズンゲーム
9月25日（土）  ホーム開幕
今ならファンクラブに入会するとプレシー
ズンゲームチケットが割り引きに!!

編集後記
　規格外ジュノハートスイーツ発表会では、取材後
に私もチェリウスが試作した「なんぶのフルーツパ
フェ」をいただくことができました。
　ゼネラル・レクラークのアイスにジュノハートや
ブルーベリーの果実をトッピング。町の魅力がぎゅっ
と詰まったパフェとなっていました。来年度以降、
レストランでの提供も検討しているとのこと。また
食べられる日が待ち遠しいです。　　　　　　　【美】
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第 65号

発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-38-5971

▽ ６月定例会の主な議案、議案に対する主な質疑　（20 ㌻～ 23 ㌻）
▽ 一般質問
 ⇒ 「夢の大橋（仮称）」構想の実現に向けた要望活動とその反応は。

次期選挙に立候補の考えは。（24 ㌻）
 ⇒ 県道整備の要望状況と今後の見通しは。投票率の向上を。

テレビ放送難視地区への対策は。（25 ㌻）
 ⇒ コミュニティバスの利便性向上を。

学校統合に併せ少人数学級の実現を。（26 ㌻）
 ⇒ 介護保険料の現状と対策に必要な高齢者の健康づくりは。（27 ㌻）
 ⇒ マイナンバーカードの普及推進、デジタル化に向けた取り組みは。

本庁舎の活用方法の検討を。（28 ㌻）
 ⇒ プレミアム商品券による経済効果は。（29 ㌻）
▽ ７月臨時会の主な議案、お知らせ　（30 ㌻）
▽ 新庁舎紹介　（31 ㌻）

　８月２日から新庁舎が開庁しました。新庁舎３階には、議場や委員会室があり議会機能が集約され
ています。（詳細は 31 ㌻）
　９月定例会から新庁舎議場で本会議が開催されます。是非傍聴にお越しください。

新庁舎議場新庁舎議場

※議会だよりでは「本庁舎」「南部分庁舎」など、本会議開催時点の名称で記載しています。
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◎ 主な議案（第 101 回定例会）◎ 主な議案（第 101 回定例会）

予

　算

契

　約

人

　事

議
員
提
出

議

　
　案

条

　例

主 

な 

議 

案

６
月
４
日 

〜 

６
月
９
日

第
101
回
南
部
町
議
会

定
例
会

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
実
現
に
向
け
、

南
部
町
議
会
会
議
規
則
を
改
正

　
第
101
回
定
例
会
に
は
、条
例
の
制
定・一
部
改
正
、令
和
３
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、

監
査
委
員
の
任
命
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

南部町いちょうホール南部町いちょうホール

和
４
年
３
月
18
日
。

【
売
買
代
金
】

　
３
１
９
０
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
互
光
産
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
梅
内
利
哉

■
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

■
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
青

森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更

▽
　
十
和
田
地
区
食
肉
処
理

事
務
組
合
が
令
和
３
年
６

月
30
日
を
も
っ
て
解
散
す

る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
地

方
公
共
団
体
と
協
議
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

↙
条
例
の
つ
づ
き

■
南
部
町
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル

条
例
の
制
定

▽
　
新
庁
舎
に
併
設
す
る
地

域
交
流
施
設
を
「
南
部
町

い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
」
と
定

め
、
管
理
運
用
に
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
、
条

例
を
制
定
し
た
。

※

　
南
部
町
民
で
構
成
す
る

団
体
が
利
用
す
る
場
合
、

使
用
料
を
減
免
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
地
域
経
済

や
生
活
へ
の
影
響
が
継
続

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令

和
２
年
度
と
同
様
に
、
国

民
健
康
保
険
税
を
最
大
１

万
円
減
税
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
者
並
び
に
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等

の
運
営
に
関
す
る
基
準

（
以
下
「
基
準
府
令
」
と

い
う
）
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
基
準
府
令
に
準
じ
た

字
句
の
修
正
を
行
う
な

ど
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
家
庭
的
保
育
事
業
者

が
確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
連
携
協
力
を
行
う

施
設
に
、
特
区
小
規
模
保

育
事
業
を
行
う
事
業
所
を

加
え
る
ほ
か
、
記
録
な
ど

を
書
面
に
代
え
て
電
磁
的

記
録
に
よ
る
方
法
を
認
め

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
３
億
５
５
４
０
万
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

０
６
億
２
５
４
０
万
９
千

円
と
し
た
。

盤
を
修
繕
す
る
た
め
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３

５
０
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
４
億
１
９
５
０
万
円

と
し
た
。

■
南
部
町
監
査
委
員
の
選
任

▽
山
口
　
裕
貢
　
氏
（
沖
田
面
）

【
任
期
】

　
令
和
３
年
６
月
７
日
か
ら

令
和
７
年
６
月
６
日
ま
で

■
財
産
の
取
得
（
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
）

▽
　
福
地
第
６
分
団
（
杉
沢

地
区
）
の
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
を
更
新
す
る
た
め
、

購
入
す
る
も
の
。

　
　
購
入
す
る
車
両
は
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ｃ
Ｄ
ー

Ⅰ
型
（
９
０
０
㍑
水
槽
付

き
）、
納
入
期
限
は
、
令

そ
の
他

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

整
備
に
１
７
６
万
６
千
円

や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
と
し
て
、
農
畜
産

業
先
行
型
持
続
化
給
付
金

１
億
８
０
１
０
万
９
千

円
、
特
別
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
８
４
２
４

万
８
千
円
、
大
学
生
等
を

持
つ
親
等
へ
の
支
援
金
１

７
１
１
万
２
千
円
な
ど
。

■
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▽
　
国
民
健
康
保
険
税
の
減

税
に
よ
る
減
額
分
を
補
て

ん
す
る
た
め
、
歳
入
歳
出

予
算
の
組
み
換
え
を
行
っ

た
。
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
変
更
は
な
い
。

■
令
和
３
年
度
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▽
　
火
災
に
よ
り
損
傷
し
た

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
制
御

■
南
部
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正

【
提
出
者
】

　
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
松
本
啓
吾

【
提
案
理
由
】

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導

入
に
よ
り
、
事
務
連
絡
な

ど
の
迅
速
化
、
ま
た
、
災

害
時
に
お
け
る
被
害
状
況

の
報
告
な
ど
、
平
時
の
み

な
ら
ず
非
常
時
で
も
導
入

効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
　
本
改
正
は
、
指
定
す
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
本
会

議
な
ど
で
使
用
で
き
る
規

定
を
設
け
る
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

▽
　
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
南
部
町
課
設
置
条
例
及
び

南
部
町
支
所
設
置
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
新
庁
舎
の
開
庁
に
伴

い
、
本
庁
舎
お
よ
び
南
部

分
庁
舎
を
福
地
支
所
、
南

部
支
所
と
し
て
設
置
す
る

と
と
も
に
、
住
民
生
活
課

の
事
務
分
掌
を
改
め
る
な

ど
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
公
告
式
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
新
庁
舎
の
開
庁
に
伴

い
、
条
例
な
ど
の
公
布
場

所
と
し
て
定
め
て
い
る
掲

示
場
の
位
置
を
改
め
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
防
災
行
政
用
無
線

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
災
害
対
策
基
本
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
避
難
勧
告

と
避
難
指
示
の
一
本
化

や
、
新
庁
舎
の
開
庁
に
伴

い
、
防
災
行
政
用
無
線
の

位
置
を
改
め
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
立
公
民
館
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
南
部
町
立
中
央
公
民
館

の
廃
止
に
伴
い
、
地
区
館

を
公
民
館
と
改
め
、
中
央

公
民
館
や
法
師
岡
分
館
を

廃
止
す
る
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

議会改革の一環として、タブレット端末を導入

　令和元年 12 月に設置された議会改革推進特別委員会では、

付託された「タブレット端末の導入について」の検討を重ね、

このたびタブレット端末導入の運びとなりました。

　６月 17 日、夏堀文孝議長から議員へタブレット端末の貸与

を行い、その後、タブレット端末操作研修会を開催しました。

　松本啓吾議会改革推進特別委員長は「今後、議会の活性化

や効率的で迅速な議会運営など、議会改革の一環としてＩＣ

Ｔ技術を積極的に活用していきたい。」と決意を新たにしまし

た。

　新庁舎移転後には、各常任委員会の会議などからペーパー

レス化を進めていく予定としています。

夏堀文孝議長（左）からタブレット端末を
貸与される松本啓吾議会改革推進特別委員長
夏堀文孝議長（左）からタブレット端末を
貸与される松本啓吾議会改革推進特別委員長

タブレット端末操作研修会の様子タブレット端末操作研修会の様子
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予

　算

契

　約

人

　事

議
員
提
出

議

　
　案

条

　例

主 

な 

議 

案

６
月
４
日 

〜 

６
月
９
日

第
101
回
南
部
町
議
会

定
例
会

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
実
現
に
向
け
、

南
部
町
議
会
会
議
規
則
を
改
正

　
第
101
回
定
例
会
に
は
、条
例
の
制
定・一
部
改
正
、令
和
３
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、

監
査
委
員
の
任
命
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

南部町いちょうホール南部町いちょうホール

和
４
年
３
月
18
日
。

【
売
買
代
金
】

　
３
１
９
０
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
互
光
産
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
梅
内
利
哉

■
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

■
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
青

森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更

▽
　
十
和
田
地
区
食
肉
処
理

事
務
組
合
が
令
和
３
年
６

月
30
日
を
も
っ
て
解
散
す

る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
地

方
公
共
団
体
と
協
議
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

↙
条
例
の
つ
づ
き

■
南
部
町
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル

条
例
の
制
定

▽
　
新
庁
舎
に
併
設
す
る
地

域
交
流
施
設
を
「
南
部
町

い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
」
と
定

め
、
管
理
運
用
に
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
、
条

例
を
制
定
し
た
。

※

　
南
部
町
民
で
構
成
す
る

団
体
が
利
用
す
る
場
合
、

使
用
料
を
減
免
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
地
域
経
済

や
生
活
へ
の
影
響
が
継
続

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令

和
２
年
度
と
同
様
に
、
国

民
健
康
保
険
税
を
最
大
１

万
円
減
税
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
者
並
び
に
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等

の
運
営
に
関
す
る
基
準

（
以
下
「
基
準
府
令
」
と

い
う
）
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
基
準
府
令
に
準
じ
た

字
句
の
修
正
を
行
う
な

ど
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
家
庭
的
保
育
事
業
者

が
確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
連
携
協
力
を
行
う

施
設
に
、
特
区
小
規
模
保

育
事
業
を
行
う
事
業
所
を

加
え
る
ほ
か
、
記
録
な
ど

を
書
面
に
代
え
て
電
磁
的

記
録
に
よ
る
方
法
を
認
め

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
３
億
５
５
４
０
万
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

０
６
億
２
５
４
０
万
９
千

円
と
し
た
。

盤
を
修
繕
す
る
た
め
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３

５
０
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
４
億
１
９
５
０
万
円

と
し
た
。

■
南
部
町
監
査
委
員
の
選
任

▽
山
口
　
裕
貢
　
氏
（
沖
田
面
）

【
任
期
】

　
令
和
３
年
６
月
７
日
か
ら

令
和
７
年
６
月
６
日
ま
で

■
財
産
の
取
得
（
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
）

▽
　
福
地
第
６
分
団
（
杉
沢

地
区
）
の
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
を
更
新
す
る
た
め
、

購
入
す
る
も
の
。

　
　
購
入
す
る
車
両
は
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ｃ
Ｄ
ー

Ⅰ
型
（
９
０
０
㍑
水
槽
付

き
）、
納
入
期
限
は
、
令

そ
の
他

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

整
備
に
１
７
６
万
６
千
円

や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
と
し
て
、
農
畜
産

業
先
行
型
持
続
化
給
付
金

１
億
８
０
１
０
万
９
千

円
、
特
別
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
８
４
２
４

万
８
千
円
、
大
学
生
等
を

持
つ
親
等
へ
の
支
援
金
１

７
１
１
万
２
千
円
な
ど
。

■
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▽
　
国
民
健
康
保
険
税
の
減

税
に
よ
る
減
額
分
を
補
て

ん
す
る
た
め
、
歳
入
歳
出

予
算
の
組
み
換
え
を
行
っ

た
。
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
変
更
は
な
い
。

■
令
和
３
年
度
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▽
　
火
災
に
よ
り
損
傷
し
た

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
制
御

■
南
部
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正

【
提
出
者
】

　
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
松
本
啓
吾

【
提
案
理
由
】

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導

入
に
よ
り
、
事
務
連
絡
な

ど
の
迅
速
化
、
ま
た
、
災

害
時
に
お
け
る
被
害
状
況

の
報
告
な
ど
、
平
時
の
み

な
ら
ず
非
常
時
で
も
導
入

効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
　
本
改
正
は
、
指
定
す
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
本
会

議
な
ど
で
使
用
で
き
る
規

定
を
設
け
る
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

▽
　
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
南
部
町
課
設
置
条
例
及
び

南
部
町
支
所
設
置
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
新
庁
舎
の
開
庁
に
伴

い
、
本
庁
舎
お
よ
び
南
部

分
庁
舎
を
福
地
支
所
、
南

部
支
所
と
し
て
設
置
す
る

と
と
も
に
、
住
民
生
活
課

の
事
務
分
掌
を
改
め
る
な

ど
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
公
告
式
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
新
庁
舎
の
開
庁
に
伴

い
、
条
例
な
ど
の
公
布
場

所
と
し
て
定
め
て
い
る
掲

示
場
の
位
置
を
改
め
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
防
災
行
政
用
無
線

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
災
害
対
策
基
本
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
避
難
勧
告

と
避
難
指
示
の
一
本
化

や
、
新
庁
舎
の
開
庁
に
伴

い
、
防
災
行
政
用
無
線
の

位
置
を
改
め
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
立
公
民
館
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
南
部
町
立
中
央
公
民
館

の
廃
止
に
伴
い
、
地
区
館

を
公
民
館
と
改
め
、
中
央

公
民
館
や
法
師
岡
分
館
を

廃
止
す
る
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

議会改革の一環として、タブレット端末を導入

　令和元年 12 月に設置された議会改革推進特別委員会では、

付託された「タブレット端末の導入について」の検討を重ね、

このたびタブレット端末導入の運びとなりました。

　６月 17 日、夏堀文孝議長から議員へタブレット端末の貸与

を行い、その後、タブレット端末操作研修会を開催しました。

　松本啓吾議会改革推進特別委員長は「今後、議会の活性化

や効率的で迅速な議会運営など、議会改革の一環としてＩＣ

Ｔ技術を積極的に活用していきたい。」と決意を新たにしまし

た。

　新庁舎移転後には、各常任委員会の会議などからペーパー

レス化を進めていく予定としています。

夏堀文孝議長（左）からタブレット端末を
貸与される松本啓吾議会改革推進特別委員長
夏堀文孝議長（左）からタブレット端末を
貸与される松本啓吾議会改革推進特別委員長

タブレット端末操作研修会の様子タブレット端末操作研修会の様子
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◎ 主な議案（第 101 回定例会）◎ 議案に対する主な質疑

専
決
処
分

８月２日に開庁した新庁舎８月２日に開庁した新庁舎

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

　（新
庁
舎
外
構
整
備
１
号

工
事
）

▽
　
車
線
分
離
標
や
バ
ス
停

サ
イ
ン
の
追
加
な
ど
、
請

負
代
金
１
億
６
７
２
０
万

円
に
４
２
７
万
９
千
円
を

追
加
す
る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
工
藤
建
設
工
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
磯
島
忠

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

　（新
庁
舎
外
構
整
備
２
号

工
事
）

▽
　
樹
脂
系
す
べ
り
止
め
舗

装
の
追
加
や
自
由
勾
配
側

溝
の
変
更
な
ど
、
請
負
代

金
１
億
１
５
４
８
万
８
７

２
９
円
に
５
０
０
万
５
２

７
１
円
を
追
加
す
る
も

の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
助
川
建
設
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
助
川
岩
雄

■
南
部
町
町
税
条
例
等
の
一

部
改
正

▽
　
地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
軽
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
お
よ
び
種

別
割
の
軽
減
期
間
や
特
例

期
限
を
延
長
す
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
過
疎
地
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
特
別
措

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▽
　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
の
失
効
に
伴

い
、
法
の
失
効
後
も
令
和

３
年
３
月
31
日
ま
で
に
新

設
・
増
設
し
た
対
象
設
備

の
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
な
ど
を
行
え
る
よ
う
経

過
措
置
を
設
け
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
承
認
地
域
経
済
牽

引
事
業
の
た
め
に
設
置
さ

れ
る
施
設
に
係
る
固
定
資

産
税
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
地
域
経
済
牽
引
事
業
の

促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長

発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す

る
法
律
第
26
条
の
地
方
公

共
団
体
等
を
定
め
る
省
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
課

税
免
除
に
係
る
適
用
期
限

を
２
年
間
延
長
す
る
な

ど
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

■
南
部
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
国
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
収
入
が
減
少
し
た
被

保
険
者
等
を
支
援
す
る
た

め
の
減
免
基
準
が
示
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
２

年
度
と
同
様
に
、
主
た
る

生
計
維
持
者
の
収
入
減
少

割
合
に
応
じ
た
減
免
規
定

を
設
け
る
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
12
号
）

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
、

非
常
勤
看
護
師
の
報
酬
や

会
場
設
営
に
関
す
る
消
耗

品
費
、
運
営
業
務
委
託
料

を
追
加
す
る
な
ど
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
３
２

１
万
６
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
６
０
億
３
１
０

２
万
８
千
円
と
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
上
名
久
井
公
民
館
建
設

工
事
）

▽
　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の

追
加
な
ど
、
請
負
代
金
５

９
７
３
万
円
に
２
１
８
万

９
千
円
を
追
加
す
る
も

の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
松
本
保
築

新型コロナウイルス支援策

申請中または今後予定している支援策
　○商工業者感染症対策備品購入等補助金
　　補助額：経費の２分の１（上限 30万円）
　　申請期限：10月 29日（金）
　○国民健康保険税の減額
　　最大１万円を減額。申請手続は不要。
　○特別プレミアム商品券（11 月頃予定）
　　プレミアム率 50％ ( 割り増し ) の商品券を３
万セット販売。

　○ふるさと南部からのエール便（12 月頃予定）
　　町外在住の学生などに町の特産品を送付。

新型コロナウイルス支援策に関する補正予算額

申請期限が終了した支援策
　○事業者持続化支援金
　○農畜産業先行型持続化給付金
　○大学生等を持つ親等への支援金

※詳細は広報なんぶちょう７月号や町ホームペー
ジに掲載しています。

約３億５，０００万円約３億５，０００万円

町独自

◎
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
中
止
し
た
令
和
３
年
成

人
式
の
替
わ
り
に
開
催
を

予
定
し
て
い
る
「
成
人
を

祝
う
会
」
に
つ
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
状
況

を
見
な
が
ら
開
催
時
期
を

検
討
し
た
ほ
う
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

工
藤
愛
　議
員

【
社
会
教
育
課
長
答
弁
】

　
　
成
人
者
を
対
象
に
「
成

人
を
祝
う
会
」
の
実
施
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、

開
催
日
な
ど
を
決
定
し
た

い
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】　
南
部
町
商
工
業
コ
ロ

ナ
対
策
に
お
け
る
対
象
業

種
と
補
助
対
象
設
備
は
。

中
舘
文
雄
　議
員

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
　
飲
食
店
の
み
な
ら
ず
、

全
て
の
業
種
を
対
象
と
し

て
い
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
設
備
（
換
気
機

能
付
き
エ
ア
コ
ン
、
二
酸

化
炭
素
濃
度
計
、
飛
沫
防

止
ア
ク
リ
ル
板
な
ど
）
の

導
入
に
対
し
、
上
限
30
万

円
の
補
助
金
を
交
付
す

る
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

す
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
運

営
費
の
減
額
理
由
は
。

西
野
耕
太
郎
　議
員

【
健
康
こ
ど
も
課
長
答
弁
】

　
　
現
在
も
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
運
用
し
て
い
る

が
、業
務
内
容
を
精
査
し
、

委
託
料
の
減
額
を
行
っ

た
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
お
よ
び
自
主
防
災

組
織
活
動
に
対
す
る
補
助

金
の
事
業
内
容
は
。

八
木
田
憲
司
　議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
は
、
上
斗
賀
町
内
会
が

行
う
町
内
活
動
備
品
整
備

事
業
（
机
、
椅
子
な
ど
の

整
備
）
に
１
１
０
万
円
、

相
内
町
内
会
が
行
う
獅
子

頭
修
繕
な
ど
に
２
４
０
万

円
の
計
３
５
０
万
円
の
補

助
を
行
う
。

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　
自
主
防
災
活
動
に
対
す

る
補
助
金
は
、
下
名
久
井

自
主
防
災
会
が
整
備
す
る

防
災
用
品
（
ワ
ン
タ
ッ
チ

テ
ン
ト
、
炊
き
出
し
用
鍋

な
ど
）
の
購
入
に
対
し
、

１
５
０
万
円
の
補
助
を
行

う
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】　
お
た
め
し
住
宅
１
棟

を
改
修
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活
用
し

た
場
合
、
お
た
め
し
住
宅

と
し
て
は
使
用
で
き
な
く

な
る
の
か
。
ま
た
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
需
要

は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

山
田
賢
司
　議
員

【
交
流
推
進
課
長
答
弁
】

　
　
お
た
め
し
住
宅
と
し
て

も
使
用
で
き
、
希
望
が
あ

れ
ば
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
と
し
て
も
使
用
で
き
る

よ
う
改
修
す
る
。

　
　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

検
討
し
て
い
る
企
業
が
増

加
し
て
い
る
。
今
後
、
国

で
開
催
し
て
い
る
マ
ッ
チ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参

加
し
、
企
業
か
ら
の
情
報

収
集
や
、
当
町
の
取
り
組

み
を
情
報
提
供
し
て
い

く
。
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◎ 主な議案（第 101 回定例会）◎ 議案に対する主な質疑

専
決
処
分

８月２日に開庁した新庁舎８月２日に開庁した新庁舎

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

　（新
庁
舎
外
構
整
備
１
号

工
事
）

▽
　
車
線
分
離
標
や
バ
ス
停

サ
イ
ン
の
追
加
な
ど
、
請

負
代
金
１
億
６
７
２
０
万

円
に
４
２
７
万
９
千
円
を

追
加
す
る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
工
藤
建
設
工
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
磯
島
忠

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

　（新
庁
舎
外
構
整
備
２
号

工
事
）

▽
　
樹
脂
系
す
べ
り
止
め
舗

装
の
追
加
や
自
由
勾
配
側

溝
の
変
更
な
ど
、
請
負
代

金
１
億
１
５
４
８
万
８
７

２
９
円
に
５
０
０
万
５
２

７
１
円
を
追
加
す
る
も

の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
助
川
建
設
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
助
川
岩
雄

■
南
部
町
町
税
条
例
等
の
一

部
改
正

▽
　
地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
軽
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
お
よ
び
種

別
割
の
軽
減
期
間
や
特
例

期
限
を
延
長
す
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
過
疎
地
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
特
別
措

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▽
　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
の
失
効
に
伴

い
、
法
の
失
効
後
も
令
和

３
年
３
月
31
日
ま
で
に
新

設
・
増
設
し
た
対
象
設
備

の
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
な
ど
を
行
え
る
よ
う
経

過
措
置
を
設
け
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
承
認
地
域
経
済
牽

引
事
業
の
た
め
に
設
置
さ

れ
る
施
設
に
係
る
固
定
資

産
税
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
地
域
経
済
牽
引
事
業
の

促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長

発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す

る
法
律
第
26
条
の
地
方
公

共
団
体
等
を
定
め
る
省
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
課

税
免
除
に
係
る
適
用
期
限

を
２
年
間
延
長
す
る
な

ど
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

■
南
部
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
国
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
収
入
が
減
少
し
た
被

保
険
者
等
を
支
援
す
る
た

め
の
減
免
基
準
が
示
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
２

年
度
と
同
様
に
、
主
た
る

生
計
維
持
者
の
収
入
減
少

割
合
に
応
じ
た
減
免
規
定

を
設
け
る
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
12
号
）

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
、

非
常
勤
看
護
師
の
報
酬
や

会
場
設
営
に
関
す
る
消
耗

品
費
、
運
営
業
務
委
託
料

を
追
加
す
る
な
ど
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
３
２

１
万
６
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
６
０
億
３
１
０

２
万
８
千
円
と
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
上
名
久
井
公
民
館
建
設

工
事
）

▽
　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の

追
加
な
ど
、
請
負
代
金
５

９
７
３
万
円
に
２
１
８
万

９
千
円
を
追
加
す
る
も

の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

　
株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役
　
松
本
保
築

新型コロナウイルス支援策

申請中または今後予定している支援策
　○商工業者感染症対策備品購入等補助金
　　補助額：経費の２分の１（上限 30万円）
　　申請期限：10月 29日（金）
　○国民健康保険税の減額
　　最大１万円を減額。申請手続は不要。
　○特別プレミアム商品券（11 月頃予定）
　　プレミアム率 50％ ( 割り増し ) の商品券を３
万セット販売。

　○ふるさと南部からのエール便（12 月頃予定）
　　町外在住の学生などに町の特産品を送付。

新型コロナウイルス支援策に関する補正予算額

申請期限が終了した支援策
　○事業者持続化支援金
　○農畜産業先行型持続化給付金
　○大学生等を持つ親等への支援金

※詳細は広報なんぶちょう７月号や町ホームペー
ジに掲載しています。

約３億５，０００万円約３億５，０００万円

町独自

◎
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
中
止
し
た
令
和
３
年
成

人
式
の
替
わ
り
に
開
催
を

予
定
し
て
い
る
「
成
人
を

祝
う
会
」
に
つ
い
て
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
状
況

を
見
な
が
ら
開
催
時
期
を

検
討
し
た
ほ
う
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

工
藤
愛
　議
員

【
社
会
教
育
課
長
答
弁
】

　
　
成
人
者
を
対
象
に
「
成

人
を
祝
う
会
」
の
実
施
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、

開
催
日
な
ど
を
決
定
し
た

い
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】　
南
部
町
商
工
業
コ
ロ

ナ
対
策
に
お
け
る
対
象
業

種
と
補
助
対
象
設
備
は
。

中
舘
文
雄
　議
員

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
　
飲
食
店
の
み
な
ら
ず
、

全
て
の
業
種
を
対
象
と
し

て
い
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
設
備
（
換
気
機

能
付
き
エ
ア
コ
ン
、
二
酸

化
炭
素
濃
度
計
、
飛
沫
防

止
ア
ク
リ
ル
板
な
ど
）
の

導
入
に
対
し
、
上
限
30
万

円
の
補
助
金
を
交
付
す

る
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

す
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
運

営
費
の
減
額
理
由
は
。

西
野
耕
太
郎
　議
員

【
健
康
こ
ど
も
課
長
答
弁
】

　
　
現
在
も
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
運
用
し
て
い
る

が
、業
務
内
容
を
精
査
し
、

委
託
料
の
減
額
を
行
っ

た
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
お
よ
び
自
主
防
災

組
織
活
動
に
対
す
る
補
助

金
の
事
業
内
容
は
。

八
木
田
憲
司
　議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
は
、
上
斗
賀
町
内
会
が

行
う
町
内
活
動
備
品
整
備

事
業
（
机
、
椅
子
な
ど
の

整
備
）
に
１
１
０
万
円
、

相
内
町
内
会
が
行
う
獅
子

頭
修
繕
な
ど
に
２
４
０
万

円
の
計
３
５
０
万
円
の
補

助
を
行
う
。

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　
自
主
防
災
活
動
に
対
す

る
補
助
金
は
、
下
名
久
井

自
主
防
災
会
が
整
備
す
る

防
災
用
品
（
ワ
ン
タ
ッ
チ

テ
ン
ト
、
炊
き
出
し
用
鍋

な
ど
）
の
購
入
に
対
し
、

１
５
０
万
円
の
補
助
を
行

う
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】　
お
た
め
し
住
宅
１
棟

を
改
修
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活
用
し

た
場
合
、
お
た
め
し
住
宅

と
し
て
は
使
用
で
き
な
く

な
る
の
か
。
ま
た
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
需
要

は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

山
田
賢
司
　議
員

【
交
流
推
進
課
長
答
弁
】

　
　
お
た
め
し
住
宅
と
し
て

も
使
用
で
き
、
希
望
が
あ

れ
ば
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
と
し
て
も
使
用
で
き
る

よ
う
改
修
す
る
。

　
　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

検
討
し
て
い
る
企
業
が
増

加
し
て
い
る
。
今
後
、
国

で
開
催
し
て
い
る
マ
ッ
チ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参

加
し
、
企
業
か
ら
の
情
報

収
集
や
、
当
町
の
取
り
組

み
を
情
報
提
供
し
て
い

く
。
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◎ 一　般　質　問ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！ 一 般 質 問

台風第 18号の大雨による冠水被害
（高瀬橋付近　平成 23年９月 22 日撮影）
台風第 18号の大雨による冠水被害

（高瀬橋付近　平成 23年９月 22 日撮影）

７月３日に行われた新庁舎落成記念式典７月３日に行われた新庁舎落成記念式典

質
　
問
　
高
瀬
橋
か
ら
国
道

４
号
線
へ
接
続
す
る
道
路

は
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
線
路

下
を
通
る
区
間
が
水
没
し
、

通
行
止
め
に
な
る
こ
と
か

ら
、
鉄
道
下
を
通
る
こ
と
な

く
国
道
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る

「
夢
の
大
橋
」
の
実
現
に
向

け
、
令
和
元
年
７
月
に
町
長

お
よ
び
議
員
13
人
で
大
島
理

森
衆
議
院
議
長
、
滝
沢
求
参

議
院
議
員
へ
要
望
書
を
提
出

し
た
。

　
現
在
の
「
夢
の
大
橋
」
実

現
に
向
け
た
要
望
状
況
と
反

応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

町
長
答
弁
　
こ
れ
ま
で
に
三

戸
郡
町
村
会
主
催
に
よ
る
青

森
県
選
出
国
会
議
員
に
対
す

る
陳
情
や
、
三
八
圏
域
が
合

同
で
実
施
し
た
青
森
県
知
事

に
対
す
る
重
点
事
業
説
明
会

で
、当
町
か
ら
「
夢
の
大
橋
」

の
実
現
を
要
望
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
４
月
13

日
に
は
、
青
森
県
県
土
整
備

部
長
に
対
し
「
夢
の
大
橋
」

の
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

る
。

　「
夢
の
大
橋
」
も
含
め
た

上
名
久
井
・
高
瀬
地
区
バ
イ

パ
ス
道
路
整
備
事
業
の
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、
県
の
関

係
部
署
に
対
し
、
補
助
事
業

や
交
付
金
事
業
と
し
て
の
採

択
や
、
許
可
申
請
な
ど
に
必

要
な
協
議
や
手
続
き
が
円
滑

に
進
む
よ
う
、
ご
指
導
と
ご

質
　
問
　
工
藤
町
長
は
、
町

村
合
併
以
来
、
南
部
町
の
か

じ
取
り
を
担
わ
れ
、
４
期
目

に
掲
げ
た
「
子
育
て
支
援
の

推
進
」、「
若
者
定
住
の
実

現
」、「
新
庁
舎
建
設
」、「
馬

淵
川
整
備
の
早
期
完
成
」
な

ど
の
政
策
は
、
い
ず
れ
の
事

業
も
大
き
く
前
に
進
み
、
さ

ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
ス
ピ
ー
ド

感
は
、
行
財
政
改
革
に
よ
る

財
政
実
績
の
た
ま
も
の
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
農
業
振
興
や
人
口
減
少
対

策
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
工
藤

町
長
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
課
題
も
あ
る
が
、
来

年
２
月
に
は
任
期
満
了
を
迎

え
る
。
次
期
選
挙
に
立
候
補

の
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長
答
弁
　
現
在
は
、
町
民

の
健
康
と
命
を
守
る
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
予
定
ど
お

り
に
実
施
で
き
る
よ
う
万
全

を
期
す
こ
と
、
さ
ら
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
お
け
る
支
援
金
の
支
給
を

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
行
い
、
地

域
経
済
の
回
復
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
９
月
定
例
会
に
は
、
い
ず

れ
か
の
判
断
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
、
そ
れ

ま
で
の
期
間
、
ま
ず
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
見
通
し
を
つ

け
、
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
の
実

施
、
ま
た
、
８
月
２
日
開
庁

の
新
庁
舎
で
円
滑
に
業
務
が

開
始
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
ご
対
応
い
た
だ
け

る
旨
の
お
話
し
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
要
望
先
の
皆
さ
ま
か
ら
協

力
的
な
反
応
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

事
業
的
に
簡
単
で
は
な
い
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
引
き

続
き
要
望
活
動
を
行
い
、「
夢

の
大
橋
」
構
想
を
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

中舘　文雄 議員

お
り
、
県
で
は
要
望
箇
所
の

整
備
を
順
次
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

②
幅
員
が
狭
く
見
通
し
が
悪

い
県
道
軽
米
名
川
線
の
未
改

良
区
間
２
カ
所
、
約
１
・
４

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
拡
幅
工
事

要
望
箇
所
と
し
て
毎
年
要
望

し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し

て
要
望
し
て
い
く
。

　
南
部
町
内
で
県
道
改
良
工

事
が
完
了
あ
る
い
は
工
事
中

の
箇
所
が
大
変
多
く
な
っ
て

い
る
。
事
業
に
着
手
す
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
箇
所
も

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
要
望

箇
所
が
着
実
に
施
工
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
県
に
対
し
て

未
整
備
区
間
の
整
備
を
継
続

し
て
要
望
し
て
い
く
。

質
　
問
　
県
道
軽
米
名
川
線

の
一
部
（
野
場
地
区
）
の
未

整
備
区
間
は
、
新
幹
線
の
重

要
避
難
路
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
過
去
に
も
実
際
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和

５
年
度
か
ら
は
、
名
川
南
地

区
の
子
供
た
ち
の
通
学
路
に

も
な
る
た
め
、
改
良
を
必
要

と
す
る
重
要
路
線
に
位
置
付

け
ら
れ
る
路
線
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次

の
質
問
を
す
る
。

①
県
道
整
備
の
要
望
箇
所
に

つ
い
て
、
現
在
の
状
況
と
見

通
し
は
。

②
県
道
軽
米
名
川
線
（
野
場

地
区
）
の
未
整
備
区
間
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
と
今
後
の
見
通
し
は
。

町
長
答
弁
　
①
現
在
、
当
町

で
は
、
県
道
３
路
線
の
整
備

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
路
線

に
よ
っ
て
は
一
部
の
区
間
が

完
成
し
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
は
、
三
八
地

域
県
民
局
地
域
整
備
部
に
対

し
て
、
道
路
改
良
の
要
望
を

４
路
線
、
歩
道
整
備
や
交
差

点
改
良
な
ど
を
４
路
線
、
要

望
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
舗
装
や
側
溝
修
繕

な
ど
の
道
路
維
持
に
関
す
る

要
望
は
４
路
線
を
要
望
し
て

質
　
問
　
選
挙
管
理
委
員
会

や
関
係
機
関
で
は
、
投
票
率

向
上
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。

選
挙
管
理
委
員
長
答
弁
　
投

票
率
の
向
上
を
目
的
に
「
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
た
選
挙
制
度
の
周
知
と

政
治
参
加
の
啓
発
」、「
中
学

校
の
生
徒
会
選
挙
に
お
け
る

投
票
箱
や
記
載
台
な
ど
の
選

挙
物
品
の
貸
し
出
し
」、「
中

学
校
・
高
等
学
校
の
職
場
体

験
訪
問
に
お
け
る
選
挙
事
務

の
体
験
」、「
投
票
し
た
方
を

対
象
に
町
内
で
使
え
る
お
食

事
割
引
券
を
抽
せ
ん
で
贈

呈
」
な
ど
、
幅
広
い
年
齢
層

の
方
々
に
選
挙
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
活

動
を
行
っ
て
き
た
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
お

住
ま
い
の
地
区
に
関
わ
ら

ず
、
３
カ
所
い
ず
れ
の
期
日

前
投
票
所
で
も
投
票
が
で
き

る
体
制
と
し
て
お
り
、
投
票

日
当
日
に
は
町
内
を
巡
回
し

て
投
票
の
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
る
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
選
挙
権

を
有
す
る
年
齢
が
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
。
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
と
連
携
し
な

が
ら
、
若
い
有
権
者
の
方
の

み
な
ら
ず
、
多
く
の
皆
さ
ま

に
選
挙
制
度
を
よ
り
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り

組
み
も
実
施
し
て
い
く
こ
と

で
、
選
挙
制
度
の
認
知
お
よ

び
投
票
率
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

質
　
問
　
テ
レ
ビ
放
送
難
視

地
区
の
現
状
と
対
策
に
つ
い

て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
難
視
地
区
と
指
定
を
受
け

た
地
域
と
、
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
組
織
と
現
状
は
。

②
共
同
受
信
施
設
を
利
用
し

て
い
る
地
域
へ
の
経
費
助
成

に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
だ
と

思
う
が
、
そ
の
対
策
は
。

町
長
答
弁
　
①
町
で
は
19
の

難
視
地
区
の
う
ち
、
個
別
受

信
器
に
よ
り
対
応
を
行
っ
た

地
区
が
７
地
区
、
共
同
受
信

組
合
な
ど
を
組
織
し
て
い
る

地
区
が
12
地
区
あ
る
こ
と
を

把
握
し
て
い
る
。

　
難
視
地
区
に
お
け
る
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
共
同
受
信

施
設
な
ど
の
整
備
に
関
す
る

経
費
に
つ
い
て
は
、
国
や
Ｎ

Ｈ
Ｋ
か
ら
の
助
成
金
の
ほ

か
、
町
か
ら
の
補
助
金
を
上

乗
せ
し
助
成
を
行
っ
た
。

②
維
持
管
理
に
係
る
経
費

は
、
地
元
で
ご
負
担
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
施
設
設
置
か

ら
約
10
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
共
同
受
信
施
設

の
改
修
経
費
に
対
す
る
助
成

を
検
討
し
て
い
く
。

久保　利樹 議員

県
道
整
備
の
要
望
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は

着
実
に
施
工
さ
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
要
望
活
動
を
続
け
て
い
く

「夢の大橋（仮称）」構想の実現に向け
た要望活動とその反応は

国や県、関係各所に対し、要望活動を
続け実現したい

投
票
率
向
上
を

テ
レ
ビ
放
送
難
視

地
区
へ
の
対
策
は

次
期
選
挙
に
立
候

補
の
考
え
は
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◎ 一　般　質　問ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！ 一 般 質 問

台風第 18号の大雨による冠水被害
（高瀬橋付近　平成 23年９月 22 日撮影）
台風第 18号の大雨による冠水被害

（高瀬橋付近　平成 23年９月 22 日撮影）

７月３日に行われた新庁舎落成記念式典７月３日に行われた新庁舎落成記念式典

質
　
問
　
高
瀬
橋
か
ら
国
道

４
号
線
へ
接
続
す
る
道
路

は
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
線
路

下
を
通
る
区
間
が
水
没
し
、

通
行
止
め
に
な
る
こ
と
か

ら
、
鉄
道
下
を
通
る
こ
と
な

く
国
道
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る

「
夢
の
大
橋
」
の
実
現
に
向

け
、
令
和
元
年
７
月
に
町
長

お
よ
び
議
員
13
人
で
大
島
理

森
衆
議
院
議
長
、
滝
沢
求
参

議
院
議
員
へ
要
望
書
を
提
出

し
た
。

　
現
在
の
「
夢
の
大
橋
」
実

現
に
向
け
た
要
望
状
況
と
反

応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

町
長
答
弁
　
こ
れ
ま
で
に
三

戸
郡
町
村
会
主
催
に
よ
る
青

森
県
選
出
国
会
議
員
に
対
す

る
陳
情
や
、
三
八
圏
域
が
合

同
で
実
施
し
た
青
森
県
知
事

に
対
す
る
重
点
事
業
説
明
会

で
、当
町
か
ら
「
夢
の
大
橋
」

の
実
現
を
要
望
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
４
月
13

日
に
は
、
青
森
県
県
土
整
備

部
長
に
対
し
「
夢
の
大
橋
」

の
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

る
。

　「
夢
の
大
橋
」
も
含
め
た

上
名
久
井
・
高
瀬
地
区
バ
イ

パ
ス
道
路
整
備
事
業
の
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、
県
の
関

係
部
署
に
対
し
、
補
助
事
業

や
交
付
金
事
業
と
し
て
の
採

択
や
、
許
可
申
請
な
ど
に
必

要
な
協
議
や
手
続
き
が
円
滑

に
進
む
よ
う
、
ご
指
導
と
ご

質
　
問
　
工
藤
町
長
は
、
町

村
合
併
以
来
、
南
部
町
の
か

じ
取
り
を
担
わ
れ
、
４
期
目

に
掲
げ
た
「
子
育
て
支
援
の

推
進
」、「
若
者
定
住
の
実

現
」、「
新
庁
舎
建
設
」、「
馬

淵
川
整
備
の
早
期
完
成
」
な

ど
の
政
策
は
、
い
ず
れ
の
事

業
も
大
き
く
前
に
進
み
、
さ

ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
ス
ピ
ー
ド

感
は
、
行
財
政
改
革
に
よ
る

財
政
実
績
の
た
ま
も
の
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
農
業
振
興
や
人
口
減
少
対

策
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
工
藤

町
長
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
課
題
も
あ
る
が
、
来

年
２
月
に
は
任
期
満
了
を
迎

え
る
。
次
期
選
挙
に
立
候
補

の
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長
答
弁
　
現
在
は
、
町
民

の
健
康
と
命
を
守
る
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
予
定
ど
お

り
に
実
施
で
き
る
よ
う
万
全

を
期
す
こ
と
、
さ
ら
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
お
け
る
支
援
金
の
支
給
を

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
行
い
、
地

域
経
済
の
回
復
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
９
月
定
例
会
に
は
、
い
ず

れ
か
の
判
断
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
、
そ
れ

ま
で
の
期
間
、
ま
ず
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
見
通
し
を
つ

け
、
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
の
実

施
、
ま
た
、
８
月
２
日
開
庁

の
新
庁
舎
で
円
滑
に
業
務
が

開
始
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
ご
対
応
い
た
だ
け

る
旨
の
お
話
し
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
要
望
先
の
皆
さ
ま
か
ら
協

力
的
な
反
応
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

事
業
的
に
簡
単
で
は
な
い
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
引
き

続
き
要
望
活
動
を
行
い
、「
夢

の
大
橋
」
構
想
を
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

中舘　文雄 議員

お
り
、
県
で
は
要
望
箇
所
の

整
備
を
順
次
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

②
幅
員
が
狭
く
見
通
し
が
悪

い
県
道
軽
米
名
川
線
の
未
改

良
区
間
２
カ
所
、
約
１
・
４

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
拡
幅
工
事

要
望
箇
所
と
し
て
毎
年
要
望

し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し

て
要
望
し
て
い
く
。

　
南
部
町
内
で
県
道
改
良
工

事
が
完
了
あ
る
い
は
工
事
中

の
箇
所
が
大
変
多
く
な
っ
て

い
る
。
事
業
に
着
手
す
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
箇
所
も

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
要
望

箇
所
が
着
実
に
施
工
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
県
に
対
し
て

未
整
備
区
間
の
整
備
を
継
続

し
て
要
望
し
て
い
く
。

質
　
問
　
県
道
軽
米
名
川
線

の
一
部
（
野
場
地
区
）
の
未

整
備
区
間
は
、
新
幹
線
の
重

要
避
難
路
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
過
去
に
も
実
際
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和

５
年
度
か
ら
は
、
名
川
南
地

区
の
子
供
た
ち
の
通
学
路
に

も
な
る
た
め
、
改
良
を
必
要

と
す
る
重
要
路
線
に
位
置
付

け
ら
れ
る
路
線
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次

の
質
問
を
す
る
。

①
県
道
整
備
の
要
望
箇
所
に

つ
い
て
、
現
在
の
状
況
と
見

通
し
は
。

②
県
道
軽
米
名
川
線
（
野
場

地
区
）
の
未
整
備
区
間
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
と
今
後
の
見
通
し
は
。

町
長
答
弁
　
①
現
在
、
当
町

で
は
、
県
道
３
路
線
の
整
備

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
路
線

に
よ
っ
て
は
一
部
の
区
間
が

完
成
し
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
は
、
三
八
地

域
県
民
局
地
域
整
備
部
に
対

し
て
、
道
路
改
良
の
要
望
を

４
路
線
、
歩
道
整
備
や
交
差

点
改
良
な
ど
を
４
路
線
、
要

望
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
舗
装
や
側
溝
修
繕

な
ど
の
道
路
維
持
に
関
す
る

要
望
は
４
路
線
を
要
望
し
て

質
　
問
　
選
挙
管
理
委
員
会

や
関
係
機
関
で
は
、
投
票
率

向
上
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。

選
挙
管
理
委
員
長
答
弁
　
投

票
率
の
向
上
を
目
的
に
「
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
た
選
挙
制
度
の
周
知
と

政
治
参
加
の
啓
発
」、「
中
学

校
の
生
徒
会
選
挙
に
お
け
る

投
票
箱
や
記
載
台
な
ど
の
選

挙
物
品
の
貸
し
出
し
」、「
中

学
校
・
高
等
学
校
の
職
場
体

験
訪
問
に
お
け
る
選
挙
事
務

の
体
験
」、「
投
票
し
た
方
を

対
象
に
町
内
で
使
え
る
お
食

事
割
引
券
を
抽
せ
ん
で
贈

呈
」
な
ど
、
幅
広
い
年
齢
層

の
方
々
に
選
挙
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
活

動
を
行
っ
て
き
た
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
お

住
ま
い
の
地
区
に
関
わ
ら

ず
、
３
カ
所
い
ず
れ
の
期
日

前
投
票
所
で
も
投
票
が
で
き

る
体
制
と
し
て
お
り
、
投
票

日
当
日
に
は
町
内
を
巡
回
し

て
投
票
の
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
る
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
選
挙
権

を
有
す
る
年
齢
が
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
。
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
と
連
携
し
な

が
ら
、
若
い
有
権
者
の
方
の

み
な
ら
ず
、
多
く
の
皆
さ
ま

に
選
挙
制
度
を
よ
り
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り

組
み
も
実
施
し
て
い
く
こ
と

で
、
選
挙
制
度
の
認
知
お
よ

び
投
票
率
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

質
　
問
　
テ
レ
ビ
放
送
難
視

地
区
の
現
状
と
対
策
に
つ
い

て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
難
視
地
区
と
指
定
を
受
け

た
地
域
と
、
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
組
織
と
現
状
は
。

②
共
同
受
信
施
設
を
利
用
し

て
い
る
地
域
へ
の
経
費
助
成

に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
だ
と

思
う
が
、
そ
の
対
策
は
。

町
長
答
弁
　
①
町
で
は
19
の

難
視
地
区
の
う
ち
、
個
別
受

信
器
に
よ
り
対
応
を
行
っ
た

地
区
が
７
地
区
、
共
同
受
信

組
合
な
ど
を
組
織
し
て
い
る

地
区
が
12
地
区
あ
る
こ
と
を

把
握
し
て
い
る
。

　
難
視
地
区
に
お
け
る
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
共
同
受
信

施
設
な
ど
の
整
備
に
関
す
る

経
費
に
つ
い
て
は
、
国
や
Ｎ

Ｈ
Ｋ
か
ら
の
助
成
金
の
ほ

か
、
町
か
ら
の
補
助
金
を
上

乗
せ
し
助
成
を
行
っ
た
。

②
維
持
管
理
に
係
る
経
費

は
、
地
元
で
ご
負
担
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
施
設
設
置
か

ら
約
10
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
共
同
受
信
施
設

の
改
修
経
費
に
対
す
る
助
成

を
検
討
し
て
い
く
。

久保　利樹 議員

県
道
整
備
の
要
望
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は

着
実
に
施
工
さ
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
要
望
活
動
を
続
け
て
い
く

「夢の大橋（仮称）」構想の実現に向け
た要望活動とその反応は

国や県、関係各所に対し、要望活動を
続け実現したい

投
票
率
向
上
を

テ
レ
ビ
放
送
難
視

地
区
へ
の
対
策
は

次
期
選
挙
に
立
候

補
の
考
え
は
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◎ 一　般　質　問ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！ 一 般 質 問

令和２年度に新しい運動機器を設置した
名川 B&G海洋センターのトレーニングルーム
令和２年度に新しい運動機器を設置した
名川 B&G海洋センターのトレーニングルーム

工藤　　愛 議員

質
　
問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
バ
ス
停
は
、
降
車
後
に

医
療
機
関
や
店
舗
ま
で
長
い

距
離
を
歩
か
な
く
て
は
い
け

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
道
路

を
横
断
す
る
際
に
、
高
齢
者

と
車
が
接
触
す
る
事
故
が
起

き
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
早

急
な
改
善
が
必
要
と
考
え
、

次
の
質
問
を
す
る
。

①
年
代
別
、
季
節
ご
と
に
バ

ス
の
利
用
実
績
に
は
ど
の
よ

う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。

②
医
療
機
関
や
食
料
品
販
売

店
な
ど
、
住
民
の
命
に
関
わ

る
場
所
で
は
、
入
口
前
で
発

着
で
き
る
よ
う
ル
ー
ト
変
更

で
き
な
い
の
か
。

③
利
用
率
向
上
の
た
め
、
年

間
定
額
運
賃
が
有
効
と
考
え

る
が
、
導
入
の
見
込
み
は
。

町
長
答
弁
　
①
バ
ス
運
転
手

に
よ
る
調
査
を
実
施
し
、
バ

ス
停
ご
と
の
乗
降
者
数
は
把

握
し
て
い
る
が
、
年
代
別
、

男
女
別
な
ど
に
つ
い
て
は
、

実
施
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
夏
休
み
な
ど
の
長

期
休
暇
時
に
、
わ
ず
か
に
利

用
者
が
減
る
も
の
の
、
年
間

を
通
し
て
平
均
的
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
利
用
者
数
は
下
段
参

照
）

②
バ
ス
停
の
位
置
は
、
道
路

管
理
者
や
警
察
な
ど
と
協
議

を
行
い
、
乗
降
客
の
ほ
か
、

歩
行
者
や
他
の
通
行
車
両
に

と
っ
て
も
安
全
な
場
所
を
選

定
し
て
い
る
た
め
、
医
療
機

関
や
店
舗
の
入
口
前
と
は
い

か
な
い
場
所
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
で
き
る
限
り
利

用
者
の
希
望
に
沿
え
る
よ

う
、
要
望
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
は
関
係
機
関
と
協
議
し
、

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

③
バ
ス
路
線
の
再
編
お
よ
び

利
便
性
向
上
に
つ
い
て
は
、

八
戸
圏
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
で
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ

機
能
を
搭
載
し
た
地
域
連
携

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
の
議
論
が

交
わ
さ
れ
て
い
る
。
八
戸
圏

質
　
問
　
学
校
統
合
に
よ
り

１
ク
ラ
ス
の
人
数
が
増
え
る

こ
と
は
、
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ

に
活
気
が
出
る
一
方
、
個
々

の
進
度
に
応
じ
た
学
習
支
援

の
減
少
な
ど
、
心
配
な
要
素

も
含
ん
で
い
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次

の
質
問
を
す
る
。

①
統
合
に
よ
り
、
学
級
で
主

担
任
を
す
る
教
員
数
は
ど
の

ぐ
ら
い
減
少
す
る
の
か
。

②
国
や
県
の
基
準
を
上
回
る

手
厚
い
学
級
規
模
に
す
る
意

向
は
な
い
の
か
。

③
学
校
統
合
準
備
委
員
会
の

構
成
員
に
つ
い
て
、
住
民
に

公
表
し
、
意
見
を
集
約
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
そ
の
意
向

は
。

教
育
長
答
弁
　
①
町
全
体
の

学
級
主
担
任
の
人
数
は
、
令

和
３
年
度
と
統
合
す
る
令
和

５
年
度
を
比
較
す
る
と
、
小

学
校
で
は
16
人
の
減
少
、
中

学
校
で
は
増
減
は
な
い
。

②
学
級
数
と
人
数
は
、
国
や

県
の
指
針
に
基
づ
き
編
成
し

て
い
る
。
小
中
学
校
学
習
指

導
要
領
で
は
「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
が
提
唱

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
１
学
級
の

人
数
は
20
人
か
ら
25
人
程
度

が
最
も
効
果
が
上
が
る
人
数

と
考
え
て
い
る
。
統
合
後
の

１
学
級
の
平
均
人
数
は
、
小

学
校
で
は
24
・
５
人
、
中
学

校
で
は
21
・
３
人
と
な
る
。

　
ま
た
、
町
で
は
、
各
学
校

に
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
よ
り
よ
い
学
習
指

導
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

③
学
校
統
合
準
備
委
員
会
で

協
議
し
た
内
容
は
「
準
備
委

員
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、

地
区
ご
と
に
周
知
し
た
い
。

　
ま
た
、
委
員
の
氏
名
を
公

表
し
、
協
議
内
容
や
プ
ロ
セ

ス
の
見
え
る
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

域
構
成
市
町
村
の
動
向
も
踏

ま
え
な
が
ら
利
用
者
の
利
便

性
が
向
上
す
る
よ
う
、
年
間

定
額
運
賃
も
含
め
引
き
続
き

検
討
を
進
め
て
い
く
。

夏堀嘉一郎 議員

の
鍋
料
理
を
打
ち
出
す
こ
と

で
、
鍋
条
例
の
存
在
感
が
一

段
と
際
立
っ
て
く
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
町

に
お
け
る
健
康
づ
く
り
の
潜

在
能
力
は
群
を
抜
い
て
高
い

と
感
じ
て
お
り
、
率
先
し
て

青
森
県
の
短
命
県
返
上
に
寄

与
し
、
県
内
唯
一
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
い
、
健
康
宣
言
を
掲
げ
て

い
る
町
と
し
て
の
心
意
気
を

今
後
も
期
待
し
、
次
の
質
問

を
す
る
。

　
介
護
保
険
料
の
現
状
に
関

し
て
、
鍋
条
例
な
ど
の
先
進

的
な
取
り
組
み
や
健
康
施
設

を
活
用
す
る
な
ど
、
対
策
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
何
か
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

質
　
問
　
65
歳
以
上
の
介
護

保
険
料
は
県
内
で
６
番
目
に

高
く
、
月
額
７
４
０
０
円
で

あ
り
、
少
し
ず
つ
支
払
い
能

力
の
限
界
に
近
づ
い
て
き
て

い
る
と
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
一
時
的
な
介
護
保
険

料
の
減
免
措
置
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
抜
本
的
な
改

変
を
必
要
と
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
あ
り
、
健
康
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
で
介
護
保
険
料

の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
町
内
に
は
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
に
理
想
的
な
施
設
が

あ
り
、
そ
の
中
で
も
「
南
部

町
民
体
育
館
」、「
名
川
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
」、「
健
康

増
進
公
社
バ
ー
デ
パ
ー
ク
」

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
三
戸
郡

内
で
は
無
類
の
施
設
で
あ

る
。
多
様
性
の
あ
る
空
間
で

適
度
な
運
動
と
趣
味
に
よ
っ

て
生
ま
れ
る
人
と
の
交
流
、

ま
た
、
出
か
け
る
際
の
身
支

度
な
ど
、
張
り
合
い
の
あ
る

生
活
環
境
を
意
図
的
に
推
し

進
め
て
い
く
こ
と
が
健
康
づ

く
り
に
必
要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
は
「
鍋
条
例
」
を

活
用
し
、
食
生
活
の
改
善
を

し
て
い
く
こ
と
で
高
齢
者
の

健
康
が
豊
か
に
な
り
、ま
た
、

青
森
県
が
推
奨
し
て
い
る
塩

分
を
控
え
た
「
だ
し
」
中
心

町
長
答
弁
　
当
町
の
介
護
保

険
料
は
、
青
森
県
内
の
市
町

村
と
比
較
す
る
と
６
番
目
に

高
く
、
こ
れ
は
、
町
内
に
高

齢
者
施
設
の
数
が
多
く
あ
る

こ
と
も
影
響
し
て
お
り
、
高

齢
者
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て

い
る
と
言
え
る
。

　
現
在
の
介
護
保
険
料
は
、

第
７
期
（
平
成
30
年
度
か
ら

令
和
２
年
度
）
か
ら
据
置
い

て
い
る
。

　
要
介
護
状
態
を
防
ぐ
た
め

に
は
、「
疾
病
の
発
症
予
防

と
重
症
化
予
防
」、「
フ
レ
イ

ル
（
虚
弱
）
予
防
」、「
介
護

予
防
」
が
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
町
の
要
介
護
状
態
と
な

る
原
因
の
上
位
を
占
め
る
認

知
症
、
筋
骨
格
系
、
脳
血
管

疾
患
、
さ
ら
に
は
町
民
の
死

因
の
上
位
を
占
め
る
悪
性
新

生
物
、
心
疾
患
と
併
せ
て
対

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
、

町
の
重
点
課
題
と
位
置
付

け
、
健
康
づ
く
り
・
介
護
予

防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
全
年
齢
を
通
し
て
食
育
推

進
を
図
る
た
め
、
鍋
料
理
や

郷
土
料
理
を
掲
載
し
た
レ
シ

ピ
本
の
毎
戸
配
布
、
動
画
掲

載
サ
イ
ト
で
の
公
開
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
令
和
２
年

度
に
は
、
料
理
家
の
栗
原
心

平
さ
ん
が
監
修
し
た
新
し
い

鍋
料
理
も
完
成
し
た
。

　「
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
」、「
町

民
体
育
館
」、「
名
川
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
」
に
は
、
令

和
２
年
度
に
新
し
い
運
動
機

器
を
設
置
し
、
機
器
を
活
用

し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
を

今
年
度
も
実
施
し
て
い
く
。

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
、

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
の
ほ
か
町
内

施
設
を
有
効
に
活
用
し
て
い

き
「
運
動
と
食
育
」
こ
れ
ら

を
一
緒
に
考
え
取
り
組
む
こ

と
で
、
効
果
が
出
て
く
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

介
護
保
険
料
の
現
状
と
対
策
に
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
は

介
護
予
防
等
を
町
の
重
点
課
題
と
位
置
付
け
、

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る

コミュニティバスの利便性向上を

地域連携 IC カードの導入など、利便
性向上について検討している

学
校
統
合
に
併
せ
少

人
数
学
級
の
実
現
を

コミュニティバス利用者数の推移

 年度 バス利用者数 増減
 平成 29 年度 121,745 人 -
 平成 30 年度 114,748 人 ▲6,997 人
 令和元年度 106,321 人 ▲8,427 人
 令和２年度 97,738 人 ▲8,583 人

※　コミュニティバスの利用
者数は「多目的バス」およ
び「なんぶ里バス」の利用
者数を合計したもの。

※　増減は前年度との比較を
表示しています。
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◎ 一　般　質　問ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！ 一 般 質 問

令和２年度に新しい運動機器を設置した
名川 B&G海洋センターのトレーニングルーム
令和２年度に新しい運動機器を設置した
名川 B&G海洋センターのトレーニングルーム

工藤　　愛 議員

質
　
問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
バ
ス
停
は
、
降
車
後
に

医
療
機
関
や
店
舗
ま
で
長
い

距
離
を
歩
か
な
く
て
は
い
け

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
道
路

を
横
断
す
る
際
に
、
高
齢
者

と
車
が
接
触
す
る
事
故
が
起

き
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
早

急
な
改
善
が
必
要
と
考
え
、

次
の
質
問
を
す
る
。

①
年
代
別
、
季
節
ご
と
に
バ

ス
の
利
用
実
績
に
は
ど
の
よ

う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。

②
医
療
機
関
や
食
料
品
販
売

店
な
ど
、
住
民
の
命
に
関
わ

る
場
所
で
は
、
入
口
前
で
発

着
で
き
る
よ
う
ル
ー
ト
変
更

で
き
な
い
の
か
。

③
利
用
率
向
上
の
た
め
、
年

間
定
額
運
賃
が
有
効
と
考
え

る
が
、
導
入
の
見
込
み
は
。

町
長
答
弁
　
①
バ
ス
運
転
手

に
よ
る
調
査
を
実
施
し
、
バ

ス
停
ご
と
の
乗
降
者
数
は
把

握
し
て
い
る
が
、
年
代
別
、

男
女
別
な
ど
に
つ
い
て
は
、

実
施
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
夏
休
み
な
ど
の
長

期
休
暇
時
に
、
わ
ず
か
に
利

用
者
が
減
る
も
の
の
、
年
間

を
通
し
て
平
均
的
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
利
用
者
数
は
下
段
参

照
）

②
バ
ス
停
の
位
置
は
、
道
路

管
理
者
や
警
察
な
ど
と
協
議

を
行
い
、
乗
降
客
の
ほ
か
、

歩
行
者
や
他
の
通
行
車
両
に

と
っ
て
も
安
全
な
場
所
を
選

定
し
て
い
る
た
め
、
医
療
機

関
や
店
舗
の
入
口
前
と
は
い

か
な
い
場
所
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
で
き
る
限
り
利

用
者
の
希
望
に
沿
え
る
よ

う
、
要
望
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
は
関
係
機
関
と
協
議
し
、

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

③
バ
ス
路
線
の
再
編
お
よ
び

利
便
性
向
上
に
つ
い
て
は
、

八
戸
圏
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
で
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ

機
能
を
搭
載
し
た
地
域
連
携

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
の
議
論
が

交
わ
さ
れ
て
い
る
。
八
戸
圏

質
　
問
　
学
校
統
合
に
よ
り

１
ク
ラ
ス
の
人
数
が
増
え
る

こ
と
は
、
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ

に
活
気
が
出
る
一
方
、
個
々

の
進
度
に
応
じ
た
学
習
支
援

の
減
少
な
ど
、
心
配
な
要
素

も
含
ん
で
い
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次

の
質
問
を
す
る
。

①
統
合
に
よ
り
、
学
級
で
主

担
任
を
す
る
教
員
数
は
ど
の

ぐ
ら
い
減
少
す
る
の
か
。

②
国
や
県
の
基
準
を
上
回
る

手
厚
い
学
級
規
模
に
す
る
意

向
は
な
い
の
か
。

③
学
校
統
合
準
備
委
員
会
の

構
成
員
に
つ
い
て
、
住
民
に

公
表
し
、
意
見
を
集
約
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
そ
の
意
向

は
。

教
育
長
答
弁
　
①
町
全
体
の

学
級
主
担
任
の
人
数
は
、
令

和
３
年
度
と
統
合
す
る
令
和

５
年
度
を
比
較
す
る
と
、
小

学
校
で
は
16
人
の
減
少
、
中

学
校
で
は
増
減
は
な
い
。

②
学
級
数
と
人
数
は
、
国
や

県
の
指
針
に
基
づ
き
編
成
し

て
い
る
。
小
中
学
校
学
習
指

導
要
領
で
は
「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
が
提
唱

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
１
学
級
の

人
数
は
20
人
か
ら
25
人
程
度

が
最
も
効
果
が
上
が
る
人
数

と
考
え
て
い
る
。
統
合
後
の

１
学
級
の
平
均
人
数
は
、
小

学
校
で
は
24
・
５
人
、
中
学

校
で
は
21
・
３
人
と
な
る
。

　
ま
た
、
町
で
は
、
各
学
校

に
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
よ
り
よ
い
学
習
指

導
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

③
学
校
統
合
準
備
委
員
会
で

協
議
し
た
内
容
は
「
準
備
委

員
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、

地
区
ご
と
に
周
知
し
た
い
。

　
ま
た
、
委
員
の
氏
名
を
公

表
し
、
協
議
内
容
や
プ
ロ
セ

ス
の
見
え
る
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

域
構
成
市
町
村
の
動
向
も
踏

ま
え
な
が
ら
利
用
者
の
利
便

性
が
向
上
す
る
よ
う
、
年
間

定
額
運
賃
も
含
め
引
き
続
き

検
討
を
進
め
て
い
く
。

夏堀嘉一郎 議員

の
鍋
料
理
を
打
ち
出
す
こ
と

で
、
鍋
条
例
の
存
在
感
が
一

段
と
際
立
っ
て
く
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
町

に
お
け
る
健
康
づ
く
り
の
潜

在
能
力
は
群
を
抜
い
て
高
い

と
感
じ
て
お
り
、
率
先
し
て

青
森
県
の
短
命
県
返
上
に
寄

与
し
、
県
内
唯
一
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
い
、
健
康
宣
言
を
掲
げ
て

い
る
町
と
し
て
の
心
意
気
を

今
後
も
期
待
し
、
次
の
質
問

を
す
る
。

　
介
護
保
険
料
の
現
状
に
関

し
て
、
鍋
条
例
な
ど
の
先
進

的
な
取
り
組
み
や
健
康
施
設

を
活
用
す
る
な
ど
、
対
策
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
何
か
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

質
　
問
　
65
歳
以
上
の
介
護

保
険
料
は
県
内
で
６
番
目
に

高
く
、
月
額
７
４
０
０
円
で

あ
り
、
少
し
ず
つ
支
払
い
能

力
の
限
界
に
近
づ
い
て
き
て

い
る
と
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
一
時
的
な
介
護
保
険

料
の
減
免
措
置
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
抜
本
的
な
改

変
を
必
要
と
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
あ
り
、
健
康
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
で
介
護
保
険
料

の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
町
内
に
は
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
に
理
想
的
な
施
設
が

あ
り
、
そ
の
中
で
も
「
南
部

町
民
体
育
館
」、「
名
川
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
」、「
健
康

増
進
公
社
バ
ー
デ
パ
ー
ク
」

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
三
戸
郡

内
で
は
無
類
の
施
設
で
あ

る
。
多
様
性
の
あ
る
空
間
で

適
度
な
運
動
と
趣
味
に
よ
っ

て
生
ま
れ
る
人
と
の
交
流
、

ま
た
、
出
か
け
る
際
の
身
支

度
な
ど
、
張
り
合
い
の
あ
る

生
活
環
境
を
意
図
的
に
推
し

進
め
て
い
く
こ
と
が
健
康
づ

く
り
に
必
要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
は
「
鍋
条
例
」
を

活
用
し
、
食
生
活
の
改
善
を

し
て
い
く
こ
と
で
高
齢
者
の

健
康
が
豊
か
に
な
り
、ま
た
、

青
森
県
が
推
奨
し
て
い
る
塩

分
を
控
え
た
「
だ
し
」
中
心

町
長
答
弁
　
当
町
の
介
護
保

険
料
は
、
青
森
県
内
の
市
町

村
と
比
較
す
る
と
６
番
目
に

高
く
、
こ
れ
は
、
町
内
に
高

齢
者
施
設
の
数
が
多
く
あ
る

こ
と
も
影
響
し
て
お
り
、
高

齢
者
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て

い
る
と
言
え
る
。

　
現
在
の
介
護
保
険
料
は
、

第
７
期
（
平
成
30
年
度
か
ら

令
和
２
年
度
）
か
ら
据
置
い

て
い
る
。

　
要
介
護
状
態
を
防
ぐ
た
め

に
は
、「
疾
病
の
発
症
予
防

と
重
症
化
予
防
」、「
フ
レ
イ

ル
（
虚
弱
）
予
防
」、「
介
護

予
防
」
が
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
町
の
要
介
護
状
態
と
な

る
原
因
の
上
位
を
占
め
る
認

知
症
、
筋
骨
格
系
、
脳
血
管

疾
患
、
さ
ら
に
は
町
民
の
死

因
の
上
位
を
占
め
る
悪
性
新

生
物
、
心
疾
患
と
併
せ
て
対

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
、

町
の
重
点
課
題
と
位
置
付

け
、
健
康
づ
く
り
・
介
護
予

防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
全
年
齢
を
通
し
て
食
育
推

進
を
図
る
た
め
、
鍋
料
理
や

郷
土
料
理
を
掲
載
し
た
レ
シ

ピ
本
の
毎
戸
配
布
、
動
画
掲

載
サ
イ
ト
で
の
公
開
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
令
和
２
年

度
に
は
、
料
理
家
の
栗
原
心

平
さ
ん
が
監
修
し
た
新
し
い

鍋
料
理
も
完
成
し
た
。

　「
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
」、「
町

民
体
育
館
」、「
名
川
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
」
に
は
、
令

和
２
年
度
に
新
し
い
運
動
機

器
を
設
置
し
、
機
器
を
活
用

し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
を

今
年
度
も
実
施
し
て
い
く
。

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
、

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
の
ほ
か
町
内

施
設
を
有
効
に
活
用
し
て
い

き
「
運
動
と
食
育
」
こ
れ
ら

を
一
緒
に
考
え
取
り
組
む
こ

と
で
、
効
果
が
出
て
く
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

介
護
保
険
料
の
現
状
と
対
策
に
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
は

介
護
予
防
等
を
町
の
重
点
課
題
と
位
置
付
け
、

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る

コミュニティバスの利便性向上を

地域連携 IC カードの導入など、利便
性向上について検討している

学
校
統
合
に
併
せ
少

人
数
学
級
の
実
現
を

コミュニティバス利用者数の推移

 年度 バス利用者数 増減
 平成 29 年度 121,745 人 -
 平成 30 年度 114,748 人 ▲6,997 人
 令和元年度 106,321 人 ▲8,427 人
 令和２年度 97,738 人 ▲8,583 人

※　コミュニティバスの利用
者数は「多目的バス」およ
び「なんぶ里バス」の利用
者数を合計したもの。

※　増減は前年度との比較を
表示しています。
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◎ 一　般　質　問ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！ 一 般 質 問

貸し付けを募集している議場（７月 26日現在）
問合せ　総務課　☎0178-76-2111
貸し付けを募集している議場（７月 26日現在）
問合せ　総務課　☎0178-76-2111

松本　啓吾 議員

質
　問
　社
会
全
体
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
や
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
、
行
政
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
必
要
と
考
え
る
。

　当
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
率
と
普
及
へ

の
取
り
組
み
、
ま
た
、
行
政

業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

た
整
備
な
ど
の
取
り
組
み
は

あ
る
の
か
。

町
長
答
弁
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
、
令

和
３
年
４
月
末
現
在
、
制
度

開
始
か
ら
の
累
計
交
付
者
数

は
３
２
９
６
人
、
交
付
率
は

18
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
普
及
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
必
要
性
を
継
続
的
に
、
ま

た
、
定
期
的
に
周
知
し
て
い

く
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
整

備
と
し
て
、
新
庁
舎
に
お
け

る
新
た
な
デ
ー
タ
保
存
・
管

理
シ
ス
テ
ム
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
よ
る
会
議
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
な
ど
の
導
入
へ
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
形

成
基
本
法
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

改
革
関
連
法
が
公
布
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
関
係
条
例
の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
国

質
　問
　統
合
庁
舎
完
成
に

伴
い
、
令
和
４
年
４
月
か
ら

役
場
本
庁
舎
の
ス
ペ
ー
ス
を

起
業
家
や
一
般
企
業
な
ど
に

事
務
所
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
貸

し
付
け
を
行
う
が
、
現
在
の

貸
付
状
況
は
。

　ま
た
、
複
数
社
で
同
じ
オ

フ
ィ
ス
を
共
有
す
る
シ
ェ

ア
ー
ド
オ
フ
ィ
ス
（
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
）
と
し
て
の
活
用

の
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
役
場
本
庁
舎
の

貸
付
状
況
は
、
会
議
室
な
ど

全
13
区
画
の
う
ち
、
現
時
点

で
、
個
人
や
法
人
な
ど
９
者

に
議
場
を
除
く
12
区
画
の
貸

し
付
け
を
決
定
し
て
い
る
。

　
働
き
方
改
革
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
、

働
き
方
が
多
様
化
す
る
こ
と

で
、
シ
ェ
ア
ー
ド
オ
フ
ィ
ス

の
市
場
規
模
は
年
々
増
大
し

て
い
る
。

　
貸
し
付
け
が
決
定
し
て
い

な
い
議
場
の
床
を
フ
ラ
ッ
ト

に
す
る
な
ど
、
改
修
工
事
を

行
う
こ
と
で
、
シ
ェ
ア
ー
ド

オ
フ
ィ
ス
と
し
て
貸
し
付
け

す
る
こ
と
が
可
能
か
検
討
し

て
い
く
。

の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
早

期
に
次
期
基
幹
シ
ス
テ
ム
の

導
入
の
検
討
に
着
手
す
る
ほ

か
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

の
観
点
に
立
ち
、
住
民
の
利

便
性
向
上
に
資
す
る
と
考
え

ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
は
、

積
極
的
に
調
査
・
研
究
を
行

い
、
導
入
し
て
い
き
た
い
。

経済波及効果とは？
　経済波及効果とは、ある産業に新たな需要が発生した場合に、ほかの産業へ連鎖的に生産が誘発さ
れていくことを言います。
　特別プレミアム商品券の経済波及効果の計算では、使用された特別プレミアム商品券２億2,442万
2,500円分を新規需要とし、総務省で公表している産業連関表を活用し算出しました。

食べ物などの材料は…

車を動かすには…

何か食べよう！

何で行く？

新規需要の発生新規需要の発生 経済波及効果経済波及効果

農業など農業など

ガソリンスタンドガソリンスタンド

517 人517 人

676 人676 人

198 人198 人
141 人141 人

244 人244 人

1,135 人1,135 人

385 人385 人
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年度別マイナンバーカード交付者数の状況

※令和３年度は４月末まで
の交付者数の状況

川守田　稔 議員

き
る
。

　以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
回

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売

す
る
場
合
、
代
替
と
し
て
地

域
通
貨
を
導
入
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

町
長
答
弁
　
特
別
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
の
経
済
波
及

効
果
は
約
３
億
３
２
０
０
万

円
と
な
る
。（
詳
細
は
ペ
ー

ジ
下
段
参
照
）

　
な
お
、
令
和
２
年
度
と
同

様
、
令
和
３
年
度
も
特
別
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
年
末
に

向
け
て
販
売
す
る
計
画
と
し

て
い
る
。

　
地
域
通
貨
は
、
地
域
内
の

経
済
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
ほ
か
、
地
域
内

で
共
に
助
け
合
い
、
そ
の
対

質
　問
　プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
で
は
、
町
外
に
本
社
が
あ

る
事
業
所
の
利
益
な
ど
は
最

終
的
に
本
社
に
移
動
し
、
事

業
税
や
固
定
資
産
税
、
そ
こ

で
働
く
従
業
員
の
賃
金
な

ど
、
経
済
効
果
は
限
定
的
で

あ
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
の
経
済
的
効
果
の
検
証

は
実
施
自
治
体
で
評
価
の
観

点
が
違
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、
当
町
で
は
ど
の
よ
う

な
検
証
を
行
っ
た
の
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
、
手
法
を
含
め
説

明
い
た
だ
き
た
い
。

　地
域
通
貨
は
、
紙
に
よ
る

ア
ナ
ロ
グ
な
も
の
か
ら
、
現

在
で
は
既
存
の
ア
プ
リ
を
活

用
す
る
方
法
も
一
般
的
に

な
っ
て
い
る
。
決
済
端
末
と

チ
ャ
ー
ジ
箇
所
を
確
保
す
れ

ば
事
足
り
る
な
ど
、
困
難
な

事
業
展
開
で
は
な
い
と
考
え

る
。　地

域
連
携
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が

導
入
さ
れ
る
際
に
は
、
地
域

通
貨
と
共
有
で
き
る
可
能
性

も
あ
り
、
ぼ
た
ん
カ
ー
ド
な

ど
の
ポ
イ
ン
ト
配
布
に
も
有

効
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
観
光
に
訪
れ
た
方

に
地
域
通
貨
を
使
用
い
た
だ

く
こ
と
で
、
２
度
目
の
来
町

を
期
待
す
る
こ
と
も
で
き
、

関
係
人
口
の
増
加
も
期
待
で

価
と
し
て
地
域
通
貨
に
よ
る

「
お
礼
」
と
し
て
用
い
る
な

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
多
様
化
や
相
互
扶
助
の
推

進
に
も
つ
な
が
る
有
効
な
手

段
で
も
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、
導
入
や
運
用

の
コ
ス
ト
、
通
貨
の
適
切
な

管
理
、
利
用
者
と
利
用
可
能

店
舗
の
継
続
的
な
確
保
な

ど
、
課
題
も
あ
る
。

　
対
応
で
き
る
店
舗
の
問
題

や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
地

域
通
貨
と
し
て
発
行
し
た
場

合
に
混
乱
が
起
こ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
、
令
和
２
年
度
と

同
様
の
形
で
発
行
し
て
い
き

た
い
。

地
域
通
貨
と
は

　限
定
し
た
地
域
（
市
町
村

や
商
店
街
な
ど
）
で
物
や

サ
ー
ビ
ス
と
の
交
換
に
使
用

で
き
る
地
域
限
定
の
通
貨
の

こ
と
。
限
定
し
た
地
域
外
で

は
使
用
で
き
な
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
よ
る
経
済
効
果
は

約
３
億
３
２
０
０
万
円
の
効
果
が
あ
っ
た

マイナンバーカードの普及推進、デジ
タル化に向けた取り組みは

マイナンバーカード普及に向け、必要
性を継続的・定期的に周知していく

本
庁
舎
の
活
用
方

法
の
検
討
を
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◎ 一　般　質　問ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！ 一 般 質 問

貸し付けを募集している議場（７月 26日現在）
問合せ　総務課　☎0178-76-2111
貸し付けを募集している議場（７月 26日現在）
問合せ　総務課　☎0178-76-2111

松本　啓吾 議員

質
　問
　社
会
全
体
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
や
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
、
行
政
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
必
要
と
考
え
る
。

　当
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
率
と
普
及
へ

の
取
り
組
み
、
ま
た
、
行
政

業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

た
整
備
な
ど
の
取
り
組
み
は

あ
る
の
か
。

町
長
答
弁
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
、
令

和
３
年
４
月
末
現
在
、
制
度

開
始
か
ら
の
累
計
交
付
者
数

は
３
２
９
６
人
、
交
付
率
は

18
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
普
及
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
必
要
性
を
継
続
的
に
、
ま

た
、
定
期
的
に
周
知
し
て
い

く
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
整

備
と
し
て
、
新
庁
舎
に
お
け

る
新
た
な
デ
ー
タ
保
存
・
管

理
シ
ス
テ
ム
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
よ
る
会
議
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
な
ど
の
導
入
へ
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
形

成
基
本
法
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

改
革
関
連
法
が
公
布
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
関
係
条
例
の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
国

質
　問
　統
合
庁
舎
完
成
に

伴
い
、
令
和
４
年
４
月
か
ら

役
場
本
庁
舎
の
ス
ペ
ー
ス
を

起
業
家
や
一
般
企
業
な
ど
に

事
務
所
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
貸

し
付
け
を
行
う
が
、
現
在
の

貸
付
状
況
は
。

　ま
た
、
複
数
社
で
同
じ
オ

フ
ィ
ス
を
共
有
す
る
シ
ェ

ア
ー
ド
オ
フ
ィ
ス
（
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
）
と
し
て
の
活
用

の
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
役
場
本
庁
舎
の

貸
付
状
況
は
、
会
議
室
な
ど

全
13
区
画
の
う
ち
、
現
時
点

で
、
個
人
や
法
人
な
ど
９
者

に
議
場
を
除
く
12
区
画
の
貸

し
付
け
を
決
定
し
て
い
る
。

　
働
き
方
改
革
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
、

働
き
方
が
多
様
化
す
る
こ
と

で
、
シ
ェ
ア
ー
ド
オ
フ
ィ
ス

の
市
場
規
模
は
年
々
増
大
し

て
い
る
。

　
貸
し
付
け
が
決
定
し
て
い

な
い
議
場
の
床
を
フ
ラ
ッ
ト

に
す
る
な
ど
、
改
修
工
事
を

行
う
こ
と
で
、
シ
ェ
ア
ー
ド

オ
フ
ィ
ス
と
し
て
貸
し
付
け

す
る
こ
と
が
可
能
か
検
討
し

て
い
く
。

の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
早

期
に
次
期
基
幹
シ
ス
テ
ム
の

導
入
の
検
討
に
着
手
す
る
ほ

か
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

の
観
点
に
立
ち
、
住
民
の
利

便
性
向
上
に
資
す
る
と
考
え

ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
は
、

積
極
的
に
調
査
・
研
究
を
行

い
、
導
入
し
て
い
き
た
い
。

経済波及効果とは？
　経済波及効果とは、ある産業に新たな需要が発生した場合に、ほかの産業へ連鎖的に生産が誘発さ
れていくことを言います。
　特別プレミアム商品券の経済波及効果の計算では、使用された特別プレミアム商品券２億2,442万
2,500円分を新規需要とし、総務省で公表している産業連関表を活用し算出しました。

食べ物などの材料は…

車を動かすには…

何か食べよう！

何で行く？

新規需要の発生新規需要の発生 経済波及効果経済波及効果

農業など農業など

ガソリンスタンドガソリンスタンド

517 人517 人

676 人676 人

198 人198 人
141 人141 人

244 人244 人

1,135 人1,135 人

385 人385 人

( 年度 )

( 人 )

0

200

400

600

800

1,000

1,200

R03R02R01H30H29H28H27

年度別マイナンバーカード交付者数の状況

※令和３年度は４月末まで
の交付者数の状況

川守田　稔 議員

き
る
。

　以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
回

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売

す
る
場
合
、
代
替
と
し
て
地

域
通
貨
を
導
入
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

町
長
答
弁
　
特
別
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
の
経
済
波
及

効
果
は
約
３
億
３
２
０
０
万

円
と
な
る
。（
詳
細
は
ペ
ー

ジ
下
段
参
照
）

　
な
お
、
令
和
２
年
度
と
同

様
、
令
和
３
年
度
も
特
別
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
年
末
に

向
け
て
販
売
す
る
計
画
と
し

て
い
る
。

　
地
域
通
貨
は
、
地
域
内
の

経
済
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
ほ
か
、
地
域
内

で
共
に
助
け
合
い
、
そ
の
対

質
　問
　プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
で
は
、
町
外
に
本
社
が
あ

る
事
業
所
の
利
益
な
ど
は
最

終
的
に
本
社
に
移
動
し
、
事

業
税
や
固
定
資
産
税
、
そ
こ

で
働
く
従
業
員
の
賃
金
な

ど
、
経
済
効
果
は
限
定
的
で

あ
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
の
経
済
的
効
果
の
検
証

は
実
施
自
治
体
で
評
価
の
観

点
が
違
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、
当
町
で
は
ど
の
よ
う

な
検
証
を
行
っ
た
の
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
、
手
法
を
含
め
説

明
い
た
だ
き
た
い
。

　地
域
通
貨
は
、
紙
に
よ
る

ア
ナ
ロ
グ
な
も
の
か
ら
、
現

在
で
は
既
存
の
ア
プ
リ
を
活

用
す
る
方
法
も
一
般
的
に

な
っ
て
い
る
。
決
済
端
末
と

チ
ャ
ー
ジ
箇
所
を
確
保
す
れ

ば
事
足
り
る
な
ど
、
困
難
な

事
業
展
開
で
は
な
い
と
考
え

る
。　地

域
連
携
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が

導
入
さ
れ
る
際
に
は
、
地
域

通
貨
と
共
有
で
き
る
可
能
性

も
あ
り
、
ぼ
た
ん
カ
ー
ド
な

ど
の
ポ
イ
ン
ト
配
布
に
も
有

効
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
観
光
に
訪
れ
た
方

に
地
域
通
貨
を
使
用
い
た
だ

く
こ
と
で
、
２
度
目
の
来
町

を
期
待
す
る
こ
と
も
で
き
、

関
係
人
口
の
増
加
も
期
待
で

価
と
し
て
地
域
通
貨
に
よ
る

「
お
礼
」
と
し
て
用
い
る
な

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
多
様
化
や
相
互
扶
助
の
推

進
に
も
つ
な
が
る
有
効
な
手

段
で
も
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、
導
入
や
運
用

の
コ
ス
ト
、
通
貨
の
適
切
な

管
理
、
利
用
者
と
利
用
可
能

店
舗
の
継
続
的
な
確
保
な

ど
、
課
題
も
あ
る
。

　
対
応
で
き
る
店
舗
の
問
題

や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
地

域
通
貨
と
し
て
発
行
し
た
場

合
に
混
乱
が
起
こ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
、
令
和
２
年
度
と

同
様
の
形
で
発
行
し
て
い
き

た
い
。

地
域
通
貨
と
は

　限
定
し
た
地
域
（
市
町
村

や
商
店
街
な
ど
）
で
物
や

サ
ー
ビ
ス
と
の
交
換
に
使
用

で
き
る
地
域
限
定
の
通
貨
の

こ
と
。
限
定
し
た
地
域
外
で

は
使
用
で
き
な
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
よ
る
経
済
効
果
は

約
３
億
３
２
０
０
万
円
の
効
果
が
あ
っ
た

マイナンバーカードの普及推進、デジ
タル化に向けた取り組みは

マイナンバーカード普及に向け、必要
性を継続的・定期的に周知していく

本
庁
舎
の
活
用
方

法
の
検
討
を
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◎ 主な議案（第 102 回臨時会）、お知らせ◎ 新庁舎紹介

　新庁舎移転に伴い、９月定例会から新庁舎
３階議場で本会議を開催いたします。

　９月定例会は８月 30 日に開会する予定で

す。

　新庁舎議場には発言者を映すモニターや傍

聴席には車いす用スペースがありますので、

是非傍聴にお越しください。

　なお、傍聴席には限りがありますので、議

会事務局までお問い合わせください。

○議会事務局の連絡先
　住所
　　〒039-0592
　　南部町大字平字広場 28 番地１
　電話番号
　　0178-38-5971（議会事務局直通）
　ＦＡＸ番号
　　0178-38-5951

傍聴する際の注意点
１．傍聴される方は傍聴席入口に設置して

いる受付簿に「氏名・住所・年齢」を記

入してください。

２．傍聴席では次の事項を守ってください。

(1) 言論に対して可否を表明したり拍手し

たりしないでください。

(2) 議事の妨害になるような行為をしない

でください。

(3) 飲食をしないでください。

(4) 他人の迷惑となる行為をしないでくだ

さい。

(5) 傍聴席では、写真や動画の撮影、録音

などをしないでください。必要な場合

は、議会事務局へ申し出ください。

(6) その他、議場の秩序を乱すことや議事

の妨害となる行為をしないでください。

新庁舎移転に伴うお知らせ

７
月
６
日

条

　例

主 

な 

議 

案

第
102
回
南
部
町
議
会

臨
時
会

福
地
橋
橋
梁
補
修
４
号
工
事

約
６
９
０
６
万
円
の
契
約
締
結
を
可
決

　第
102
回
臨
時
会
に
は
、
条
例
の
一
部
改
正
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
の
２
件
が
上

程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
福
地
橋
橋
梁
補
修
４
号

工
事
）

▽
　
橋
桁
な
ど
の
鉄
骨
部
材

の
塗
装
や
、
床
版
裏
の
表

面
補
修
・
保
護
工
事
を
行

う
も
の
。
工
期
は
、
令
和

４
年
１
月
31
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

　
６
９
０
６
万
８
０
２
３
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
助
川
建
設
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
助
川
岩
雄

■
南
部
町
個
人
情
報
保
護
条

例
等
の
一
部
改
正

▽
　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
個
人
情
報

保
護
条
例
な
ど
で
引
用
条

項
の
ず
れ
を
改
め
る
な

ど
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

契

　約

　
合
併
15
周
年
や
第
１
０

０
回
南
部
町
議
会
定
例
会

の
開
催
な
ど
、
南
部
町
に

と
っ
て
、
今
年
は
節
目
の

年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
月
２
日
か
ら
は
新
庁
舎

が
開
庁
し
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
か
ら
は
新

庁
舎
で
本
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
新
し
い
議
場
で

は
、
議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し

ま
す
。
効
率
的
に
活
用
し
、

議
会
の
活
性
化
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
広
報
委
員
会
で
は
、

議
会
で
の
活
動
や
議
論
を

皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
く

お
伝
え
出
来
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
紙
面
づ
く
り

を
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
議
会
傍
聴
す
る
こ

と
に
よ
り
、
議
論
の
内
容

も
詳
し
く
聞
く
事
が
出
来

ま
す
の
で
、
新
し
い
議
場

へ
是
非
傍
聴
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
久
保 

利
樹
　
記

展望テラス

議場議場

委員会室 B委員会室 B

委員会室 A委員会室 A
大会議室大会議室議会事務局議会事務局

３階３階

８月２日開庁。新庁舎３階をご紹介！

議会事務局議会事務局 展望テラス展望テラス

議場議場 傍聴席傍聴席

委員会室 A、B委員会室 A、B

傍聴席入口傍聴席入口

正副議長室正副議長室

議員控室議員控室

　新庁舎３階は、議場や委員会室などがあり、議会機能を集約した階になっています。
また、展望テラスでは天気の良い日に名久井岳を一望できます。

塗装工事を行う福地橋塗装工事を行う福地橋
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◎ 主な議案（第 102 回臨時会）、お知らせ◎ 新庁舎紹介

　新庁舎移転に伴い、９月定例会から新庁舎
３階議場で本会議を開催いたします。

　９月定例会は８月 30 日に開会する予定で

す。

　新庁舎議場には発言者を映すモニターや傍

聴席には車いす用スペースがありますので、

是非傍聴にお越しください。

　なお、傍聴席には限りがありますので、議

会事務局までお問い合わせください。

○議会事務局の連絡先
　住所
　　〒039-0592
　　南部町大字平字広場 28 番地１
　電話番号
　　0178-38-5971（議会事務局直通）
　ＦＡＸ番号
　　0178-38-5951

傍聴する際の注意点
１．傍聴される方は傍聴席入口に設置して

いる受付簿に「氏名・住所・年齢」を記

入してください。

２．傍聴席では次の事項を守ってください。

(1) 言論に対して可否を表明したり拍手し

たりしないでください。

(2) 議事の妨害になるような行為をしない

でください。

(3) 飲食をしないでください。

(4) 他人の迷惑となる行為をしないでくだ

さい。

(5) 傍聴席では、写真や動画の撮影、録音

などをしないでください。必要な場合

は、議会事務局へ申し出ください。

(6) その他、議場の秩序を乱すことや議事

の妨害となる行為をしないでください。

新庁舎移転に伴うお知らせ
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　新庁舎３階は、議場や委員会室などがあり、議会機能を集約した階になっています。
また、展望テラスでは天気の良い日に名久井岳を一望できます。
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受賞したアーチェリー部の代表3人と関係者たち

県運動部活動奨励賞受賞
名農高アーチェリー部

名久井農業高校アーチェリー部が「青森県高校
運動部活動奨励賞」を受賞。青森県庁で表彰式が
行われ、和嶋延寿教育長から表彰状が贈呈され
ました。

名農高アーチェリー部は、令和元年度県新人
大会での23年ぶり4度目の男子団体優勝や、令
和2年度県夏季大会での男子個人戦優勝。また、
大会での会場設営や競技運営への積極的な参加。
文化祭で毎年開催している小・中学生向けのアー
チェリー教室などの活動が高く評価され、今回
の受賞に至りました。
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